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i 
BME 2 ERB, RWS EEOC, 高温 性 磯 床 中 に も 産 す る こと は , 
遍 く 知ら れ た る 毛 に し て , Lincoln 氏 が 系 徹 的 に 研究 し た る 世界 各地 の 人 金 
BR 585 種 中 , WOO Fab Olt 24 個 , BAA ARE Ab Olt 16 HES 
NES, それ ら は 概ね 金 確 中 の 副 成 分 と し て , 少量 に 含有 せら れる に 過ぎ 
ず , その うぅ DED AR MMM BAT 2 PILE LH, Z ESET HZLOS 
た 1 個 , BA EES SLO SUMS, 他 は 人 金 粒 を 認め ざる か , wit 
これ と & 磁 鐵 礎 また は 電気 石 が , 別々 に 含有 せら る ゝ に 過ぎ ず 。 
然るに 近年 木幡 融 時 氏 に よ つ て BEL OX, 同氏 並 に 伊勢 藤 太 郎 氏 に よ 
OTHE 6NOs HSMBMDRSMICN TR SIZE & UCR, & 
RA, BA, ADA, RAS MIMD b OM ATA, 主 と LURE 


1) F, C. Lincoln, Econ, Geol. 6, 1911, 247~302 
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LMS bh ZRELTSRBAICHRTALMIC HS 20~30 Fr, 稀 に は 89 

瓦 に 達する 金 を 含有 す 。 か く の 如 き は 願 る 稀有 の 例 と すべ く , COBMRE 

tHE US ROTEL Rit 0 > Uy CUD ARO & LPT SN Lo 
位置 及び 地形 

小倉 念 山 は 訪 島 懸 須賀 川町 の 東方 約 10 FF, [BR EB dy BBS BF 
山 に 在 め 9, ABE POW, HAO Bat BER FOP AIRE eIECTRA 
DPKG LK S EPR eT AHH SEB kis Uzu-miné の 西南 笠 面 
に 位 し , ARBRE IEE & O RRS HY 9 TH) Skim な る 鈴 人 内 よめ り , 更 
に 約 Skm ODEO, 雲水 峰 西 側 の 二 鞍 部 を 超え て 達 す べ く , ROTA 
(SREB HORE KO, 小倉 及び 埋 折 を 経て 達 す べ く , この 間 8 km に 達 す れ 
どる も, ARH IC UTHE eit. 

(RS SLE are UE TER RSL HO BSA AAS St CHR D420 S EVE Pea RAW IC UT, 
HK 300 m 乃至 500m ETRE’, SRO SNRTKHZOR 
に 連なり , COMBPR< Ot 50m 乃 100M に 過ぎ ず , 本 山地 再 隆起 以前 
OEE PEM 2 TOSS RTO. し か る に 前 記 雲 水 峰 は , こ の 波状 の 起伏 面 
KY Peis <¢ BERRI SEA, FEEL BO fie FE (Monadnock) と 認め ら 
So 小食 金山 は この 隆起 と , COACH SRRORRM t ORI, 
RH 430m の 位置 に あ 9。 

wt ss の 地 B 

MSIL & UT 阿武 隈 山地 の KPMSHRA 4 OKO, その 大 部 分 は 
種々 の 程度 に 片 理 を 有する NBS em Ra ebb, TOMA IAMS 
(AERA a Dae kOMA LR SREY A, EAN AE REO, 
CRUIC EES HERBIE 2A, SEBS BROIL PEC AH, & その 凝 放 
ae kO BH LIS HAKAN RAD A PF sO, RRC CAER IR IC 
ぬか る ゝ 部 分 も あめ, 相互 の 義 係 複雑 を 極め , HIERN ARAMA OM 
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MEBIL, COMA KS~7~A1bRROT TIA b HERE LIE, HOY 
MOWER BRK 横切り , 極め て 細か に それ ら の MCHA 
し , 雨 者 全く 相 混 し た る 部 分 さ へ あり め , 基 上 前 記 の PURE, Ma KH Le 
木 と に 被 は る る を 以 て , それ ら の 境界 を 園 上 に 靖 訣 に 表 は し 難 き も , SKE 
頂上 の 西端 部 より , その 南西 斜面 に 下り て は , ANKHADEHRAANS 
を 兵 む 部 分 多く , また 同右 の RM, BSN RU HO DEOMI td, 主 と 
し て 石英 , THA, thi, EA, ERNE LOMA 岩 塊 あめ り て, ARADO 
BAC RET eA 0 。 
COWES rks PUTS Ik Zl S PALIN Ba ¢ REACH O, そ 
OW EB % PAT aC ILHAK IC B82 ¢ , FER A MR 2 DERR L. WRIK 98 7h B RHE 
_ の 長き る 往々 10 cm を 超え , NTA Halt し て , BC RAICHRRY GS 
も , 現 在 は 之 を 中 止 せ 90。 
i KO tt 要 
WB EVER IL 前 記 の Hr AKA BO MBIIES L, この 岩 類 は この 附近 
一 般 に 南北 に 近 き 層 向 を 有 す れ どる も, AME CUZ LRA CI, tS 
ヾ 東西 の 層 向 を 有 し, 約 70 PEI ACI ARS. 
MARI BEC RS As DRM, この 則 類 の 片 理 に 沿 ひ て BRO AT レ 
> Aik Kh UC BBE L, 母 岩 と の 境界 制 明 な ら ず , SO EM ARR IC HS CRE 
Apparachia [J it, Bel] Kalgoorlie 地方 等 の 深 熱 水性 金 砂 床 に 類 す 。 そ の 敷 
並 に 大 小 は 未だ 明 DES SH Es, 現に PRP O & Old, MN a TH 
く と も 20m, ARN 5 T 10m, 厚 さ 最大 1m に て ,。 な は 延長 の BRR 
し , HOS D EBACE T, に 球 行 な る も の 少く と も 二 條 を 有 す 。 
HERO THRE LBRO It, SRO WAKE MN ia 75 Ell ~ o> 2 4b eli 
PEA 4 Aya Ss, WKO RIMS ZI DSA E b> PAGS IRAN IES 9 
$ AMR OFA OSE <, ROBCENIRLILMN CORI LS OBMUTRIHY 5 て これ 
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HLS 7 BME & OS AIR OEE HL, BIC A HONS I, HERETO 
BENE RCO SARC UC, WELTICTRONDIS 15+ % MDI ORRB ZR, 2 RE 
6 OEY & Ht 類似 の WIA RARO BH Lice .O%S 可 け ひれ 
ば , BEAR IL EEL O & OD PHBA b FARM IC Ik oO BED ape te 

4, REET O LOBE OS» LE, BG LTD LRA OR 
る 可 Lo 


a 


ITZ 
VAS 
Dig 


Z 


“Ny Fed See 11 DAS er TE BE SA i] 
G iktem Ake, 9 AURA BV 
h Bra, P A mg BSR 


母 療 の 性 # 

TRAO bP BRIS BEES 4 IK SO Ba Id, HARE IC OL, ORR 
色 細 糧 の 部 分 と , 百 色 細 粒 の 部 分 と が Ml Ss vv KAR We LCA Az 
し , COOMA LISD Bie CAS. Rive’, Ze b UCR FC 
祭 す る に , 例 へ ば 第 二 園 < の 如く , Wiel DE FRAO lees L Sak 
通 角 陰 石 と , 常 に Raa 7 L, AR O BET や ヽ 高く , 中 性 長 夏 
(Andesine ) 75 2 HR BG (Labradorite) と 認め ら る ・ ゝ HET & PELL, tt 
IL PORER A, Hi, RERUN, SeRUES O Mit Ee &, 部 分 に より て は 多 
量 の 黒雲 母 と を 有 す れ どる も, 石英, ERA, BRAG ZRBDS, その 成分 上 
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Grubenmann ROPE {BV (Plagioclase amphibolite) に 一 致す 。 
CORDED D, A LRG BO RB aR & %, MI RRL 

WRC UT, ほ ゞ 等 大 の MEH L, 互 に BHR 結合 し , HO 相互 に 他 の 一 

FOAM Me BBE L, A AES HER LIS ARB AR OL, その 構造 上 明か に 


Pstieti d eit bh PIN t, om wee t ERT 


Meso-amphibolite の 一 種 に 属す 。 

MET L ¢ SRA Bik, BALM ORPH S LS 2, 電気 石 の 細 粒 が 屋 々 角 
PUB ONC AMES SMHS LT, 各 成 分 と も 何等 の 分 解 の 跡 な く , MABEL, 
絹 圭 母 化 , ブー スラ ィ イト 化 等 の 形跡 な し 。 

ZORA WE KOTHET FI, AIAG ¢ ROCHE UT, そ 
ODE LBD He BH (EIN BET 1 Bb D LBBUN Lo 
| EO  # 

MELLO Meh, 特に 磁 距 里 の 多き 部 分 に し て , MMAR EO FBC 
う CAMB Ly IRIE O. LEAL OMAR OF, 互 に 居 移 する を 常 
と すれ ども , 母 岩 に 比 し て 片 理 概ね 完全 な ら ず , その 外観 上 造 か に 粗 粒 塊 革 


1) U. Grubenmann, Kristallinen Schiefer, 1910, 202~203, Pl, VIII., Fig. 4. 
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に UT, ROS SHPBRO ELI MPI EO TAS YORMMROY 
OMIM BEE, また 特に 多量 の 電気 石 に 富める ROMA AB 
HLEHO, MC CREIEO EMER SLE LO 成る 部 分 を も 存 す 。 & 
の 合 有 最も 多き は 主として か ゝ る 部 分 と す 。 


A B on 


PEA d Bit b MAT m we 
t 電 無 石 < HUET $s 白雲 母 


これ ら の 部 分 を 薄 片 と し て BME PRT SI, 部 分 に より て SOUS 
相 達 あり , 前 記 各 種 の 錠 物 の 外 , RG (Diopside) を 含有 する 部 分 を も 存 
So 6 OM ARSE PICRA ESRB W tear & &, 幽 に 草 終 色 を 帯び , BE 
Br bis lik S 55h ¢, MEM LCA AHH, PMs awere 
に より て 識別 せら れ , Capo A ORM, SNE SET, BRARO 
RESAOE & SER FAA RRICE GS L, Grubermann FOB RI RES Cee 
Fao MANRA 4 (Augite-plagioclasefels) BILE 1 We te SBE 

#1 (Gabbro) に 類する 部 分 を 生 ず れ ども , MCA Boal BOM < , BRE 
と 共に 角 囚 石 を も 件 な ひび ひ , D> SYA SOR AIABIS a & BIKE L, BEE 
SEE A OPI Ze Fe te L, MEI ILS OBLWEIE YU CSB PSB HH OL, SRE 
BOBS YT HN BORE S BRU ED, 双方 共に Bld TH 
鮮 に し て , 何等 分 解 の 跡 な し 。 
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か く の 如 き 構 造 も POE EO ANS CEA BD Oh, LHe ER 
結 の ます ゝ の 構造 と も HE LIENS b, MAT AAD PRIC 4 22 4E UBD 
Da <¢ , Hi AAP 4 CAugite amphibolite Zit Augite-bearing amphibolite) & 
し て , CMMI ST S HOH AAR A etl, PRIS SRR AINA 
tO fl & UCHA SWORE BEDI GB, 

た ヾ ゞ この 場合 に 注意 第 ut 
すべ き は , この Gis 
Mie iat 2D, SONA Ft 
RABY ERC AY 
OTOA HE L, Ait 
ZO) Fee Re OF es 
ず 多 少 の 電気 石 を 件 な 

SSC 2hbke 
の Hr SME, 共 片 理 

Ila 9 THEA Lic oi 
SAIS AWAD ESAS & 


Bee EE | pain 4 wi} fapTi 
むる に 充分 な る べし 。 ee 磁 鐵 下 


電気 石 は 通常 粒 汰 な れ ど も , 時 に 柱 欺 に 延長 し , ABT) EAB IS 8 
OD Ki CHEB Is BZ EL, FEI As DBR, PHO BME LOT 
aR tt & tt, SOLUS LS ERA OWE 6 AK SVE &> 前 記 の 
Gi LO RUEIC SUM cd, 一 居 多 量 に 含有 せら れ , 例 へ ば 第 四 園 の 
AN < , RESHDE, SPI, GAR OR EE Ht FEI, 主 な る 成分 の 一 と し て 産 す 

= 2H), 時 に は 第 三 園 B の 右上 部 の 如く , 電気 石 の み が te b EES MK 
分 を な し , EIKO Y OND WE EPRI IRG CU, BEI ER bP 
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と が ほ ヾ 等 量 に 集合 し て , ZC RU ee FER SGAD O, Car. SA A 
Sa ye ( Magnetite-tourmaline-fels) ola RE Ake a A 4 (Plagioclase tourma- 
line-fels) を 成す 。 し か も これ ら の 第 五 罰 
各部 分 は , 何れ も 極め て 局部 的 に A 
FEEL, RHE TRO SGD AL, SH 
MeL OAREE DA 部 分 , 或 は 更 
MO t, DH LOA O KK 
部 分 等 も 少な か ら ず , か ゝ する 場 
r= AN Ald (EA BS 粗 簡 を 成 
し , WOK at 2 fiiAK Cpoicilitic ) に 
METH 場合 あり, また 特に Bk 
{8% SB L, BED A ( Glaucophane ) (= 
類する 場合 少 か ら す 6 226 OE 
に 移 化す る AKBO-B id, ZB 


BRAK & Baa & BAR & OS CHA) 


flallias~ ly a. SES > b Ao gum Se fH 
Fine : Aa, C+ REIT IG DL et, OHI BE AT 
8 DR D HE AK Filla, &. oe Na f. ERT 


前 記 の 如く , RELIO 一 部 は 細 | BRIA 
WILE Dv > KIREA E UT, HERO BBR S PE AARRHE fo Bot ple 
EBC THLE, その 特に 多量 に 集中 する は , 母 央 の 一 部 が 比較 的 粗 粒 
PEK OT, 不 規 則 V > AAR ABS UT, この 部 分 に は 母 岩 中 

rm AUS SABA, Ba ICS LS SAA, Bele BEE CTE S REDE og 
BOM eA A, それ ら は 部 分 々 々 に よめ て 相互 の WER SDL 
く 髪 化し 一 小 標 本 中 に 於 て き へ 蛋 雛 に 移 化 すれ ども , その うぅ DRIES 
め る 部 分 の み , SHEL LTHINY 6 Bo 

この 種 の 磯 石 中 に 於 ける 他 の 確 物 に 詩 す る 磁 嘩 喉 の 闘 係 を 題 微 鏡 下 に 観 


i 261 Bin een, SHS 2 7B 189 9) 


祭 す る に , Bll PRAM AK MK L し て 結合 し , GHA $ IAN BORBA IC 
BIS SBMA t Seo OT, MEIC ILEIO CRRUED', OME ILYFO THE < PAB 
石 に 園 ま れ , SRAOAN AIH 4 & MUON REARS 場合 さき へ ぐ あ れ ど 
も , MOBO Spa ak ik He IO TZ ew BOM Ss lh, これ を 全然 

Bot SAILS, た ヾ その 特に 多量 に 集中 せる 場合 は , BEA, 角 開 石 等 の 不 
規則 細 糧 を 完全 に 包 裏 し , それ ら の 後に 生 ぜ る が 如き 准 を 奥 ふ れ ど る も, その 
比較 的 少な き 場 合 は , 逆 に それ ら の Mh HREM LT ABLES. 日 
つ 何 れ の 場合 に も , それ ら の 何れ の 一 方 も , MAIIE LU Shida t UTiHODED 
に 含ま れ す , BIKE STS, SHth LOMB LKAED LER 
むる より は , CE WHAO WIL UCIT AE USED LEBEN Leo 

然 れ ども , その 配列 は 必ず し ゃ 大 理 に 下行 せ ず , Ze ADM IBe 
O, dS REE BOT, その 特に 多き 部 分 は 殆 ん と ど 純 和津 な る 磁 鐵 
BB 22 KL, その 成分 の 少な く と も 一 部 分 が 原 岩 以外 よめ 加 は り た る を 信 
せ ぜ せ じ む 。 

ZV UC RATE PIE Tid, よく 磁 鐵 確 の 特性 を 示せ ども , 
その 一 部 分 は 裂 灸 に 深 ひ て 赤 鐵 忠 に 毅 化 し , RR 2 VRIES O 混合 液 
に て 腐 触 すれ ば , © OMFS IME CD RM ET. 

Bam, SHR U ASO MEH 

PPRUROS & 部 分 に は 殆 ん ど HCA YO SR FRO, EEA GH 
ORAS. Che PIC 観 祭 する ぁ に , これ また IE MeL 
C, Hid CHER SRE, HAA, 電 所 右 等 と 粒 短 に 結合 し , 少な く と も そ 
の 一 部 分 は それ ら と 同期 の 成 生 に か ゝ ・ る を 示せ ども , 往々 片 理 の 方 向 を 席 
切る が その 外側 の 和 釣 長 石 如き RAMU 配列 する 場合 あり , HAH 
確 粒 と の 境界 に 沿 ひ , 宛 か も 反 座 線 CReaction rim) の 如く , MID H L, 
HORNE & DBC BOWS eM CRM PA UBSS 0 CBA A 左端 部 ), 
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PMO te 6k BMAD, WERK KO RIO BD ILBT 4 7H So 
> OPEB OMS % Dich, BS < MARY EWE UT, AMMO Ree 
A, FAA EMSS ADDR AEC KOT, FESR LBS 6 tr, HERO 2 22 TE 


Py 


GZ 
Ce 


4gHn ib fa P MRA P RRR 
m Fee 。 M eee RCE CG OIRO 


CEMERTGSD O, MLS TRAM Ze NSS PORAME d, IAM 
の 未だ 全く 見 出さ れ ざ る は , 特に 注目 に 値 す べ し 。 
Of 8K 能 

PEAR HT OER KAUE, EUS HG (LEO Z SANK AA Gtr, Ms 
BURA al Cat Ute 2 LE OREO A ORS SNK Tt, 含 金 50 志 
/REIGE L, ACME AS CPU tz 4 AROMA th Ick Bae 86 Fe/H 
る も の の あり, 筆者 は 同 試料 の 一 部 を 研 魔 し て , RAKE PIRES Ic, 
PIX 2cm? OEM b, 敷 個所 に 金 の MALY, その 一 徐 所 に て は AES 
J Lm の 殊 野 中 大 小 10 個 以 上 の 人 金 粒 を 含み > その うぅ うち 2 個 は 直筆 凡そ 
0.05 mm に 達せ 9, 第 七 園 は これ を 撮影 せる も の と す 。 

筆者 に 先立ち , 金属 材料 研究 所 の 氷 藤 雄治 氏 ま た 前 記 50 HL/ RED & Aes 
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PDR 2 OE SC COB Boh Hr PTB L, その うぅ ち 借 か 2 個 に 於 て , 明か に 金 の 
微粒 を 認め , 特に その うぅ 5 ち 1 個 の 破片 は , これ また 直 委 1mm OAH rp, 10 
個 以 上 の 微粒 を 敷 ふ る こと を 得 た 0 り 。 かく の 如く , 砂 鐵 確 中 或 る 一 部 に は 
ZWORM 2 BD Eb, 他 の 大 部 分 に て は 之 を 鏡 下 に 見 出し 難く , その 分 布 
OD iit. > “C ASABE ZS H (LAR I HED 6 To 

75 (EHRCO EDP IK 
IL, BOM, hak Ose Hl 
Wie HES, TMK 
は 研 魔 面 上 る を 認め 
ず , 人 金 は 全く 磁 鐵 確 に 
PLA Ar, HCHAME & pee 
BRIT ET MAIS 
2 Fe UN TEN IME OD 7 
re) ECR IK Te 
すれ ば , AA NS 
る を 得 べ く , TES BEIL 


WD DRAB OO Bebe RESO 2 SHLC ILE Ch HID 

cPelddr, ZRERE RED RABAH, % © [HD KK 
eo REM a ABROR, Me Mi UR 

RA Sabb, な ほそ ( RATA WRS F 80 4) 


の 色 淡 き に 反し , SAME OEM LST, COMMODHELUKT Oo 
以上 の 外 , 含 金 20 / HEM AORE RUS 6, BUAG PIR e RLS 
に 至ら ず , KRG IC % OBR 72, AISCURIUIS CPE S IC 
A A> 6-5 瓦 / 地 に 過ぎ すず す , SOBA 必ず し も Meee Ik 開 係 な く , 却 つて 
砂織 確 の 多き ほど 合金 高き 事 牛 を 知れ り 。 
A 7k HH OO He wh 
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PRUNES 他 の WEIL, HEMT S PME UT, 何等 分 解 の 跡 を 示さ 
ず , た ヾ その 特に 多量 に 存 し , 或 は 人 硫化 物 を 件 な ふ 部 分 に 於 て は , 往々 多少 
DEOKEHO IER DO, その 最も 雅 通 な る は , SE the BAD O BEEK 
UT, 例 へ ば 第 三 賠 C の 如く , RIE POR D, BE a OPO tk i 
RAIUT, HNBON MIS srt SIG AOA, その 一 部 分 この 種 の 繊維 
URE (BRL, TC trait HER IO DI OIE S & OMS YD 2 VAG CUralite) な 
66, COMM ONG ‘ORES DM し 。 

5 OPK = [al A の 如く , 他 の 成分 に は 殆 ん ど 何 等 分 解 の 跡 な き 部 分 
IST, FHEAO— iD AEE IS BEC, その や ヽ ゝ 大 な る 結語 が , AIT 
双 卓 明か な る 狼 長 石 中 に 複雑 な る 境界 を 以 て 接 が 0 行く 途中 の 基 態 を 示す 
SOHO, SAAS ¢ (LBS NEA FER SAD 1 EOP SDM ¢ , Bh 
SADIE TAPER OVENS & 4 EP IE BN Lo 

成 nH 考 窯 

以上 に ょ つて BEET Bc, WRK IEE 6 HUE EA & OBE し 
EO EHR GD > HIAKE SONA O EB I, BMC AY 9 CHEE L, PE 
BALI UC RIC 4 EO GEE, OA, AE eo BA, OAD s RBBB 
wAvE &, ES MOREA BIL L, TOMA TE S CIHS DH KARE O 6 

か く の 如 き 開 係 は , 炊 の 方 法 の 何れ か に ょ つて 生じ 得 べ し 。 

C1) BOER AO ABCC ALO RUE, 電気 石 等 が 分 体 集中 し , そ 

AUD Eka By) J) BR 2 BS 6 BD ALBEL, ve MAURIE AES BS 

(2) HELE MD Bh NERA OPE, Bee t OPA, HELI AY OC Aga 

IZROKOBEA 7 SL, HSA DQ UI Ze ET AEE BS 

この うち 第 一 の 場合 に は , RAL, 電気 石 等 に 1D BFAD’, WE 
Ste ldieiodalc bo CBB, レン ミズ 荻 を 時 する に 至れ り と の 参 な れ ば , 
それ ら の 形跡 を 留 む る 上 に , レン > ンズ の 長 さ は 厚 さ に 比 し て 或 る MN IB 


a 
rat 


e, 
3 
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SOW LITN Lo RAID AURA TIL, DS る 部 分 に 片 理 芝 し く );, 
ERODE S76, レン ズ の 長 さ は 厚 さ に 比 し て 20 侯 以 上 に も 達 す 。 こ の 


; WAKE < 2072 HS HB PROB L Bis ABS , Hb RED ED DME 


DK OMAK IK L, HEED Lic PAC FHEV (EC OMICS N24, これ 
WAIES SARE 6, 且つ 文献 に 懲 す る に , HED t UTRR AOL 
し た る 例 を 知ら すず, NAM ROMA % Zl GS BAHL SAL 

RIBLOGS & UT, 下 岩 の 片 理 成 生後 , これ を 辿 つ て 熱 水 或 は 熱 所 の 
fAT ABS HA Slt, KB Apparachia, fA] Black Hill, 加奈 距 Ontario, ee 
MN] Kalgoorlie 等 の 諸 地 方 に 於 けり 6 SUE, 我 國 の 別 子 , 日 立 , Pas A Rio 
Tinto SOSMM AI BUC 密 ね く 知 ら る ゝ PIU, BRA ROMEO 
PAU & 7m 6 PBC Akt EB k OFS S ED LS Bo 
従 つ て , WDB BHRIC IG 4 Liv 6 OMMOMA % ZICH T Sk, 必ず し 
も 党 を 失せ ざる べし 。 

た ヾ それ ら に 件 な つて 産 す る 透 交 石 の 角 准 石 に 詩 す る 開 係 を 見 る に , 前 
者 は 度々 後者 に よ つ て 罰 続 せら れ , 或 は 之 に 一 部 分 交代 せら れ , これ を 角 内 
石 成 生 以後 の 産物 と 見 る は 困難 に し て , = DIGRE TO EAE DER RO 
ADE POMAIIR GA s VBE OPS tld, EO HPA, MX} 
PVA BILBO HEAT LOD AUR eM EL Sb, TKR ORE at 
BU S AWN ADMAM, その 後 ま で も HL SILIES PLGR64H., TK 
ROAD DIME DIM IIS >» BASCOM ERE SEARO 
と , DOE ORM Lic SHB t SS Lo 

BAK Cin FOMMORMD, WAL O LR RIBMOR Ki: 6 し や は, 容 
易 に 決し 難 き 問題 に し て , fia AE I © FE, MG IC a @ (LEA ODE 
BENE b, AO ED bw Slide b BiG E b, OMI LZ 
POE FE EO, — ERIK SAUER OMe ERT eEUT, BPILROME 
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用 も 加 は り た る も の と 認め ら る 。 面 し て , 金 が 主 と CCMA O, 硫 
化物 に 件 は ざる は 特筆 に 値 す 

WF BOGE 2 ES BR BEB A) ONS F.4D, 雲水 峰 の 西南 館 に あり 。 

WK LER OB O HBCU う CEE UR OMT UV > aE 

& ORO, AOE ha Rea Ca a FETA v > AARC FAS o 

NBEMORAE & UCB, HN A, SA, RA, PRAGORG 
OM >, REDE ROEGA A BUMS 2 BURL L, £206 DRY USE A 
移 化 す 。 

人 金 は 主として 題 微 鏡 抱 微粒 UC, 磁 織 確 中 に 包 在 せ られ , 往々 50~80 
瓦 / 恐 の 高 品位 に 達 す 。 

ARAL GS FRB OBHOIUD, CORBA IT aHEPEORAL 
TARR EO TRAEL, その 一 部 分 は 熱 水 期 に 及 べ る も の と 認 ぜ べし 。 

BR 言 


文献 に よる に , ASE DEIC SE & FTINAR OAL IK IL, 従来 未だ 充分 な る PAR WIBTZE & 
TIT, BIC TORK UMMA POM MM L UC HM SHESILOZBLA 
DARE EU ICU Clit その 性 質 を それ ら と 一 に し, し か る も 前 訪 の 成因 と , HHOSS 
az を 有する は に は, 今後 類似 の WOKK LADO MBE LI Ze 指示 する も の と 
認 む べく , 近 くそ れ ら の 研究 に も 着手 すべ LO 


AWTFEO LINO ABIL EMTS OMB Kiv0, ここ に 記し て 調 意 を 
表す 。 また 本 碗 末 確 石 を 始め て 筆者 に 指示 せら れ , AWTFEO Ghee FL 6 
れ た る (SEO ROR iy) FP ER, ARO EES Ic 種々 の 便宜 を 供 せ 


られ た る 磯 主 木幡 資 呈 , 伊勢 衣 太 郎 雨 氏 に 謝 す 。 


ーー a 
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AUBWEDEAORH MARR 
CD iheRbEUEE OS =O ME 
MBs 中 野 BB 
序 =} 

AED PORK I BET 12 OE BBC & O CRANES 6 BB 
所 に し て , 更に LTP Bk HE TS EIS AIOEILI O IRS IE CRA BE CRE 
せら る 。 BS HIRT AWEK th 2 EDR OMAR & BBE ts HR ets 
L, SOMSERISZ (He LC HEREY © SBN b CHINE Lie & Rice FC 
床 に し て , EB OAS 2 BEMBIT ME Ne, SOE He mee O. 
HED Ik ZO) MGA TT EI OGE IS LA Lt: & WED ER 8 ee FE LUE L 
KZ6tDtEBr5 do MAP KLFENKAZERA SBI, HOTS, HG 
i, RAGRERA, ARBAB IS LC, LL LO Dy GAT RAEI AE 0 。 

BEMIS, Pak, hie, 本 TREE, BBR ADUMIEO CRE Pit Bak 
Oil HO MMIAMIE A tae Eb, BUR S O TRS ZORIK, METI 
HHA O38 4: BUIREE Ze FRILL B 8 OD 0, 2G ¢ TRA 位置 が 火 成 
Pbk & 0 AEA OPSHEIC AEB DTD SNSLLEA LS. REULES 
BRAS B NUE & 反射 題 微 鏡 下 に 客 察 し て , 主 と UC REGRET 
Z LIGPRO IEE Ae TAL BD METAB DIRE ONDE ES CBB U1 BAS 
HEME ETS LOCUT, を 等 の 磯 体 中 先 づ HMMA & の に HES Cat 
SOs 

AACS 5 TO, 御 懇 息 な る 御 指導 を 則り た る IBERIC E 


1) JERE BIEG : Wh SERRE 27, 28 48, 大 正 9 10 年 
2) BRA: AABSEBR No. 504, 昭 2, No. 531, 昭 4. 
3) 同上 及 竹 内 常 彦 : WALRARSMAi 昭 10. 


本 19616) a A hy KS 綿 268 


L, 更に 研究 試料 探 集 に 開 し , PB HE Ee BAIS Ue} FR TR BRAS 
CSE IC AE RA EE CB Lak CES BSS 
it £2 RKB 

TATA Mia BSP H ME KO FRS~100 K, 200 J, 250 K, 300 HR, Ke 
350 KO SHOWA RET BAO. MAA ZESOEO RR 
な れ ども, 極め て 僅か の 試料 を 局部 的 に 探 集 し た る ぁ る も の に し て , KAIST 
上 部 よめ 下部 に ASHORE GH % PREY LE, ZED UT [al — BO & DO 
な りや , BREILK 2 RO DDI B ED BOE SP RHED HD HES, Kike LB 
D&ED&EO FRILMS KHEO THF Lb MOU SRK SOO Lt 
LABS ST. RUC, MPO Ai eR LS Lb, 何等 か の 特質 を 認め 得 
MUEHEOLOFEYO, SHWORKYIG (HS THALKHEUPFS 
DAG AT PLT S Lo 

t FRR BBA 

BA IL ANRAD IIL TE HIME CEERI L OD HES EOI UT, 部 分 に よ 
Cid A LEO, MIL5G E TEE OA 2h 6S » 部 分 も あれ 
&, ORS RY id BA ck MEL Ze UT 反射 題 微 鏡 下 に 
PAT hid, SOE, DE t , や ゝ 少量 の BAER Da Ae 含 
DOs CDW GeO A Ge & RAM ct o 

aR (LAI RPL, SES, REE BIR AD HK S OAS 
SLE BHF YO TICE 5 tr, KBLNV 7S S DETRACT Ze SAL, BEB AE ps 
Th & PCH UAL LIAREO ORR Lo 1S ICC ORME I It 
PS HEHRRILLES LODO T, PiBMRB 6S > TIRE O も P > RAL 
Hi emO Ke oe fh FL, WER tS Me UU RD NC ABS UM 
光 々 線 に より て 観察 すれ ば 弱き 非 等 方 牲 を 示 UC OSE EO ALBA IC BME 
す 。 之 を 研 魔 面 中 に 寧 猫 に 存在 する RATER L BETH id, その 色彩 や ゝ 
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炎 く し て 黄色 を 帯び , WBE TILIA DD HH ¢ , Be AR ae 
PHI IBS AOOML , cot WS male ver 


Mt cot DRAB OBA PIC: gk Cid, PEC Allen, Crenéchow. ae kD CRE ATIK 
研究 せ られ , Bik Hic Biirg Mit HeewOR & Ky 600°C |p REF LC BEDI IC SRE 
る も の を 有 反射 題 微 鏡 的 に 研究 せり 。 


か さく の 如く , ABE PRD to UA 磁 硫 鐵 訂 に 接近 し た る 中 間 性 の 

(BREED Bl DL, 黄 鐵 確 成 生後 再び 熱 の 供給 を うけ た る も の と Hee 
EGS» &, COMITEO KAR OREA Id, DRAKE OL MO LEO LG 
66s 2A, COMM CRT IL 確 床 成 生後 に 導入 し た る AIR SS 
BD, WMOBIL 2 BOSH DOT. MS AAMC kD 母 岩 の 温度 上 
HOM), HOPG Ze 散 出 し , AS RBI LST S BUMS KOT, 温度 は 
— Hill L, B75 6 b 6 ABABA Gtr b, TERE EO WAT OT 
Rit S 575° 附近 に 達し た る も の と 参 へ ら る 。 か く の 如 く , 母 岩 の 温 度 が 
岩 虎 又は 熱 液 に よ つ て 始め ある 程度 まで 次 第 に 上 昇 す る こと ょ と は, Schneider. 
h6hn 氏 6 最近 詳 論 せる 所 な り 。 然 れ ど も , DOM SAME BALI, Kk 


BCE EE (LIE SEO 確 右 中 に は 少な く し て , KOM EHEC SREY SBR 
BR TCOAL BBD GB. COPEL TERT tO b ODBC HIS S 
WAPILOALZKREESS OL, MIRUT AGS, IMM II OW 
BASRA と, 磁 硫 鐵 確 の FE IRB OS BEART EDS JONG es Be ISIE SB 
0 Senay scons cane: 2H SD 
る に 従 ひ , BE LOMO PURIST SHEL SO し 事 を 示す も の と 見 る べし 。 
PETES | は 黄 鐵 恋 並 に 鞭 銅 喉 に 比較 すれ ば 其 量 疾 か に 少な けれ ども , 選 


1) E.-7T. Alen, J. L. Crenshaw, J, Johnston, E. S. Larsen, Am, J, Sct,, 33, 


168, 1912 
2) Buirg, G: Z. prak, Geol., 42, 177~184, 1934. 
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3) H. Schneiderhohn, Mikr. Bestim, u, Unters, u, S. W., 1922. 
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SILK CHL Hee aA, EL UT 不 規 則 な る BERT SEODZL, この 
BATEMMO 5 ち に は 特殊 な る Wake AL CHS SEARS BH} OH H 
AS TOMA TZ vB FT 2viEKO MM し 。 

CL) DEAR RAE Bike SR LC © O) — Sad Ce GIRVAN Qk DAY a PWS 2S 
代 せ ら 5 る れ ど る も, WENCH L TILED 周 導 又は NMI WO T Ze 
変 代 せ 0。 

(2) 和 格 子 称 磁 硫 鐵 確 黄銅 喉 中 に の み 存 在 し , 極 め て 細 き RUIKIK BBE 
し て , EOD 角度 を も つ 三 方 向 に の るみ 交錯 し 7 度々 第 一 園 ) 4 に 示す 
が 如き 格子 短 共生 (latice intergrowth) を 現 は せり 。 


af 第 3 
‘ide WAR 2G 
| 


A ( 約 60 代 う B 
P. mins. C. ww. Z. PMs me. 
C7 2e mY EA it 3 VC ~C IBS Bi) 


(3) SEAR REGGE _LACAS TRORORIE 2 ORS FAD RRO WER LBA GB 
<b, EOD CAIORM OB RLTH—B ICR BM <, 
FACE (SO A MC BBE A BOE OS 

C4) NUR IR RAEI FES BL hlta CHS IRD & OD AKI BELG 
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22, 第 二 園 に 示す が 如く REIKO ALO BE FRC ay OT HES 4 
DOM Lo 
LAO WAO RHRERGEIL LIL ZO 特殊 な る 形 基 に より て , 直ちに 識別 せ 


られ , 決し て 混同 する こ 第 = a 
& to 3 AAR is Bie 
AO, KikZSURO 
4 DiLK* TOMEDIA 


程 に 於 て いさ ゝ か その 成 
因 を 異 に せる も の に 非 ざ 
SRLBrGd, 即ち 第 
— DSA RATED 5 
fT LOWE PLAST BF 
出さ る べき 種類 に し て , 
黄銅 路 及 び 内 亜鉛 忠 に 交 ' 
(LEGS > eT WG ( 約 60 48) 


De ZEA & O Wk P. ane BOK C. Beak 
Cr nw wn Y Meas M38 -C BS BRD 


期 に 品 出 し じ た る も の な れ 

bb, BID KE IRRAALON EIS BS OMA IRRMRAMNIA IE Ze AED 
AEE MOREE LILES. LE ORAPRDRI OSE BEIT 
ABER ROTHBA SSL LS, HABE OUAEILGE PHBE Ot 


AYE LISA Opes | 2 to 


> 


2 ROVE FARE (CEPTS FAD (CBSO TD (BES > 
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£HOT MOMSBSCLHS MAOH MEH RE UTR UTE 
る も の を 見 ず 。 RRILIE OO MANE TOT OME Mie 
OH A RHERE ¢ BSPARROBLIB LSC LPH OL, COBRORH Ki 
DA VMAS FAKE IO 細 片 の 方 向 と 一 到 し , BEEARRO TT lk BEA ARIES 
Hie ik HD yh) £ Ze <$ 2S EODOMS BGG. GE MUMWO RE 
HEPA Uk 5 ES AY (IPE ee UC cE SAT HSSLo 

KFS OO MAAN TEELOED BSI HS Tid, Bid CA S ATMEL 短 き 
WAKA BEE UL, BLA KBE G ME A BBY Co CAKE e Bt しむ れ ば , こ 
DREN DR MYR OF (ED FO BER ILUU THEE S BOB <,EO 
WRRB IS Hs led (= ART DMN < (2 UC, PO WB CUA SMR bk 全く 趣き を 真 
に し , DRREIE ZEROS し て HRM & LHR TRC aR BI (Ds BK 
ES ODAC MDB UT 極め て 細く BURIHRI SY Se ERO ake B 
し 。 FAENS 3 2 LIRR & A ARICIOMET BS LOT AG ¢ BERATED 
BoD (KDA BCE 6 tuts AEB ORR ETRE SED LES OBB 
と し , PELE KEM ¢ ROMA LE YANG S » }, HI WOM BODE 
BPE ike BD & OLWRAD AR ZS <, ATP DIST &, 100K 
DURBO MN ¢ 8 FREI EH RARER > 5D MAP IOARCE 
BT S4 2 ¢ it, MHIERPETSSBKO, 

FARBSRM LEE OPS SMI BS, EE OC )SBARIC RE 
PULBEFF LU, 卓 出 の 叶 期 は 黄銅 忠 と 殆 と 同時 期 の も の 多けれ と どら, 稀 に は 黄 鉛 
PEO MAM 75 S OKA EH SSDs SOHO, MILAN AWED JAD HG 
か に 交代 せら れ , HEMEO tlm 次 第 に REV OHKESZLOXRiL BOBS 

4G < EB AED 一 部 の も の は WeSC HEL こる も の 
GS bo CAO) ASMP (= (LA CAH 7 B PESO F 2 ZB AS > B 


1) 中 野 長 俊 , 本 誌 第 8 伏 No. 4, 163, 197. 


¥ 
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も の あれ と ど , 一 般 に 高度 の HM > KIL KOT MALE SZREOKSKL 

TC, ADO FAC ISTIAKBILTOKS IGF LOOML,S 
2 FOR KR BRE 

DE ORM S Fa BE LK BIS FAB ICEL PEO Ts SOMBRE 
せる も の の 如く , 200 KHWEE (Lad T ld, HEDEO BAL IE 100 KHTOHE 2 
REE RAGTIME IL RAN SOR を 減 小 し , 5 HOVER BR LI S 4B 
ARTEL DEO GE G&D > も の は 極め て 稀 に し て , 同時 に 206% FARREGEERUE 
MEU ET HEIL IG FBO GNF UC 僅か に MILE O 極め て 
徹 量 を 認 む る に 過ぎ ず 。 

FeZAotERDR D IF < AAS 
Pe FS E IEA, BK 
EH PADE bP» Pet SL 
と を BOGS 6, この 少 
et ODRAKDY Be SME P (=k 
第 8 園 に 示す が 如く, 始 
oh TERME Ze JE JASE KO 
AS UPI EB SAE DE Ac IE 
FRB FARO Te (EEE 
られ た る も の あり て , Z 
EO T BARBRA MP IK Di ac 
LPAI O BLA (#4 80 fF) 
AILS &OOHO tid ate co ani 

し 事 は 明か な り 。 

SPAR PY RA SADR DAS (La HS ESET Ck te OD RB PRO Gk 
Bir Ze DIES ¢, [AMEE IL Baa PAA D 極め て 微量 な が ら 現 出 する こと 
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あり のり 02 
3. FERRRSHRET+REERA 
300 KHTHO WE HHA Clk FEEMMKO BME IL HARA re 6 ST UT, 磁 硫 
PRUE IL WIC AREA ZS S WEAK E OT 極め て 微量 存在 すれ ども, HOM F 
FAO IRO BOWES MUSLIL ES. ZICK OTN SMR 少量 存 
HE L, SLAP ATUL CBR Ke SRBMKO 4 OF EBD 5tr, CTONAMBICS HIOE 
OMe ZRII L, この 徹 粒 は 上 部 100 KH PO s Ole 比較 すれ 
(SBS KS RIGA Oo WET TMS (x A DE SAU OD » HANES 
形態 の も の を 認め 得る も , MIC TORUS DGS 
350 RUE BCH T ILE OME Ub SELIG ERO る 多量 に 存在 し 
THOR HA. BR AWE O» 即ち 黄銅 左 は BEMRO 集合 せる 間際 を 
(EDN FHT SIGH AD. Rie OR 2 DA SOO & SEAL BS SO ANE 
し て 其他 の 特殊 の 開 係 を 見 出し 難し 。 
要 約 

VY. EOS IE wee SUB IE TO 素 よ め 概 括 的 観察 に し て , BR DBE 
さ に より て 如何 に 処 化 せ る か を 知ら む が た め に , LOLES BDO SH 
道 に 於 ける も の に 就 て HEMEL O ARMS LED LORRE 3, AIO 
AN SURGES Clk BU OUMER IL BIKERS OAILL OTHILT 44 OH 
TUT, —OOBRE AIH T & COAMB ESBS KO THRE RRILTN SC, 
SUSE IM HOF ET SBS AZ BBY CA CHBOB Mic 
OTERMAD RE SSNS, 寧 純 な る TRIO BS ict UTZ O BLO 
ERK LIS BETS LU, 

ROU beSGHOM A 2 iE LCE BBD 5 DEC BB eS AGE 
中 に 共生 せる REED 成 生 様式 に し て , 100 KH ILOA FH FIRE 
SE ANT EMRO BES LS, 225 200 米 塊 に 至り CAD ICI L, 更に 
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それ 以下 の HBl= HT RL MAE TS. A IRR Hb EL BO 
100 ROWE GIS THE 多量 に し て , 下部 に 進む に 従 ひ て 次 第 に 減少 す 
る 傾向 ある を以て, DEAK & Hi 7s SEBS KF FOS HE RE 
AMOBAES 48OOM<S S64, 面 れ ども MOMs 共生 構造 は , e 
Ae Sei 2 欠け る も の に は FE SH Eb, RAIA re 
SRA PIII YOSAESS SOW SIET UT, 例 へ ば 入 四 間 , 笹目 等 の 確 石 
FB, 特に 塊 短 磁 硫 鐵 確 の 多量 存在 する 部 分 に 於 て すら を 等 の 共生 構造 を 旦 
£4 > OPMOM< BP CBUSC b HAT UT, た ヾ 前 逃 の ARETE 
PLDEO ee LAD ATE DO. i 


KZ ZS BAG UC BRAKE aR EO KBE SL DS (=, 100 GBA Cit 
之 を 欠き , 下部 250 KR ik 300 AHEM (LH CA ZV 認め 得る も の に 
て , 換言 すれ ば , FARE ACE ART & PAK os SO & BEARS 


CERES, CO’ LAE A, ADS DMA eS NAAT Sb 
の に 於 て も 立証 せら れ て , FESO, PURE ADE REELED = DE Dnt > 
に 営 り て は その 確 液 成分 の 渦 化 及 そ の 温度 並 に 冷却 の 時 間 等 に 開 し て は 複 
HEIs BBR S& ODM Lo 

 aertene ry ae LIHAT EIA RE CBSE 4% ORE EP (KE EIR i Ze Sp 
MFSLDLB Gd, HET HMAKEOME 6 KM AMC 近接 せる も の 程 
BIBER ASS bOR0, PLOKMARICE 6 WEY O LAN O4 OE 
A ADM OIE G ZiT BK, RETO 1b (a DAC MEDIO & D 
め 9 多量 に し て , 且つ と 共に 何れ る RRM FRAC ¢ hae 4 PT 
7620 E KBAR KE OF LLARE OS. BIE ECM TE 雨 者 の 何れ ね を 
も 見 る こと 殆 と 無く , 夫 喜 周 亜鉛 忠 惑 上 曲 を 合 む も の は H FAKLILI I he 
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HMR LOKO, BARIBRG OL PPI SS» EOOMS, A 
S5{S8100 MET © hm & (a5 EO RETEBRINE Ae A LS PSUS PT REIT 
BOWE (TIL 最も 適 営 な る 條 件 を 具備 し た り し も の と 考 へ 得 べ く , ZED 
BOWL OWENEe AONE Tec TRON, DORR ANDREI AS RAGIN BBWS 
BALK 22 2S RY CSB FES PSM D HIGH REDIF SRNL % bo) 


ee 


4b838 50 5 WW KHL 
SEAM 中 村 左 衛門 太郎 


EAE LOTHAR EAE O BMS tO DH UTR AOTC 
EOLOSME 25.5 15D HIRA HH FRLASD SSMO MMe, これ 
(TBR IR GS ORM Bh oh 250 BAL Ze ACHETER 8 HWS 
事 に し た 。 LEAMA CBT LCE LAR ORCS 
れ た 。 此 慮 に 以上 の 各 機 開 に 深 甚 の 謝意 を 示 し , 本 稿 を 草 す る 次 第 で ある 。 

本 調査 の 詳細 は 既に 衣 土 院 礼 事 に 於 て 報告 し た か ら 今 は 時 に 測量 の 成果 
OA? AGE UTEHR OR OF tT る 。 

火 表 の 結果 は 何れ も WEE ECD 測量 に 比較 し た も の で あつ て , 上 田 
者 等 の 測量 と 比較 し て 初め て 噴火 後 の 毅 化 を 知る 事 が 出来 る 。 先 づ 次 表 の 
結果 を 地 較 に 記入 し て 見 る と 第 一 賠 の 如く な る 。 こ の 彫 で て 見 る と 従来 西 及 
IO WBOAC TAH EWRORED 6 YAKB LE ROTI F MLAB 
Hubithy > BO 東館 に 近く , 火口 と 鹿部 と の PRPS WZ OMT 
近 に 水 江 味 が 無い か ら 精 し い 事 は 分 らち ない が 中 心 で の 沈下 は 1 米 を 多く 超 
て は 居 な いと 思 は れる 。 
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第 = 表 
7. i y 1K «YE 5 
3 € ¥E 

7043 | eo RE YA | +63] 7058 | 同 @ 所 町 | —652 
7744 ” = 7059 | 同 BE ft we) —57-7 
7045 =e , —~27-9 7060 | fy Hp a | —56-4 
7049 a —100-3 | 7061 | 森町 尾 白 内 | —450 

同 | i972 | 7062 
7050 | Fa sil E197: mY nie Jesh oss Shee 

A, a BELO 森 my Mm ie —19-5 

(20 RE BE Ul 7D 5967 = 0.0 
RT = | ows: 3819 同 —19.5 
7052 | i Mw oe | + 7063 | 町 wi | —27-2 
7053 | 同 R YE] | ……… 7064 | fj 36 P|) — 34-8 
7054 | 砂原 村 相 泊 | …… 7065 同 —51-0 
7055 | 同 YW 尻 | —740] 7066 | 町 mw J | —544 
7056 nm Res ee 7067- | we « Wy | —65-0 
7057 clo) © eames 7068 |i os JE Ji | —60-2 
7046 | RETA RBM | —15-1 | 7069 | AR RP IK ZA Ye | —50-7 
7047 | 鹿部 村 ホ ヤ ャ タ ョ | ーー……… 7070 同 - 48.9 
7048 |p Kk wt 62:3 | 7071 | 味 上 | —366 


© 2KiR e (4p 42) 
Oo WM tCRtewz, 


本 20626) Ai OK 綿 278 


第 二 彫 は 水準 路線 に TO UE FMR OB LRT ELOCTHS|D, 今回 
AB) LT HOM 5967 BE LAE 19 BEL OMMED G ILS Eve FRIAR 
この 5967 SEE O も HE AXHRD OTH S 6 Lo fl CHAR ip EP 東南 
HRATOA MRT 4 $A 6NSETHOTFAOM ELL FRROF 
内 部 の み に 限 られ て 居る も の と 思ふ べき で ある 。 古 し て 沈下 部 の 面積 を 大 


削 園 上 で て 測 つ て 見 る と 第 二 表 の 如く に 成る 。 
第 = 


Ly9722 es 
once ニー ニー ジニー ニー ニー クア 
この 内 沈下 量 0, 20, 40 mm B= & 
cas snaeceenia | 
mr km km 
の 敷 て ある DE 0 以上 (1200) (35) 
o Wii れ か ら 20 以上 ¢ 840) (29) 
沈下 の 弧 容 積 を 出し て 見 る 事 40 以上 | て 580) (24) 
60 以上 290 17-0 
は 中 央 部 の 沈下 量 が 分 6 ら な い 80 以上 | 178 13-3 
ee 100 以上 118 10-9 
OD Eve P Ointst ae D4y 5 tev 200 以上 70 8.3 


ig, 279 ft FF H# KR KX 4 207(27) 


か ら 殆 ん ど 不 可能 で ある 。 然 し 第 二 園 か ら 見 る と 万 臼 方 面 の 沈下 の 様子 て 
WOR LBS BIH it) 20 mm 位 沈 下 し て BS LBA GHA. Rud 
部 の 沈下 は KHL KES < MEO LBS. LCOMYERCANT, 沈 
下 量 と 面積 と の BR HRI, それ か ら MLPRSAECROTH 
る と 次 の 如く に な る 。 

この 表 で 見 る と 大 骨 弧 沈下 第 三 表 
量 は 1.0x107 立方 米 と 見 て | EBERT oer | aut at 


の 


| 
KRY 65 & Bang 0 cm 0-5 m (07110 7m3 
ee ee 0cm 10m  |0-80x107m2 
REZ LAB MOwM et 20 cm 05m [1.00x107m3 


20 cm 10m 1.09 x107m3 


比較 し て 噴火 後 の 沿 化 を 見 る 
tHE MED SEMED HS. BSAA tHE, A ENE, 及び 六 年 と 
NWF EDMEDHLRH TLS EXOKROM< THS_ 


第 ue RK 


mx iff igh tt 水 ue igh 化 
Ame | ee | a) ERE | BO RO 
4~5 | 5 へ ~6 | 6x9 25 5-6 69 
7071 +12 ー11l + 1 63 +4 0 + 6 
mee eh 6 Ro) he 2) de | 
69 +12 Ee +16 OGRE et Spee 
bop tie | —12. | +17 || 706t +3 Bees A oye 
eee IGe i= 8 | 2-32 GO 1-23-14 S00 
3 | tee Tl) 1-10 69 Nati «| S22 eG 
“a ae ee fe ey fa fee BS. ie ches 439 alee ay, 
64 | +6 Oe. 9 


BD DRY > HR ORGPGRE IC DB 7067 JHA 7971 HED ARMA RHIL MK A—-B F 
を 減じ , Ki TA F i LEDS ORME FUR, HMA ESE 
FON O AF 28% AEC EL Ute BC IMS o MAL PHRE D 7k HK 7063 
乃至 1066 は 噴火 の 直後 の VE FL BE ILS AST RB LOD HSEDE 
思 は れる 。 
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ILPEIC A TK LG OPEB SAR ERO, MH 二 箇 年間 は b> ot 
YEE Pik OT ETDS ORF AISI FBI F PINAR K So 
BCU ORBIT 今回 初め て 測量 を 行 つ た の で ある か ら , CORE 


REARS PORRMROFEICHT 
ck fC Weekes 


右 油 成因 の 研究 に 於 て , WIMPGLO SHRI k S SVR & i 
Hat a t OLORRWTFC BS, 筆者 等 は 先 に 現世 堆積 物 の * 化 府 的 特性 に 闘 し 
報告 する 所 が あつ た 。 そ れ 等 の 結果 に よれ ば , 現世 海 旗 夫 積 物 は TEED 

に 浴 扇 琉 黄 を 含有 し , hs も その 存在 は VER % B eS ae 
堆積 物 中 に 認め られ る も の で ある 。 筆者 等 の 報告 後 P. D. Trask Me 2 > 0) 
AIF LA ROWE WOWT ORR, 筆者 等 と 同様 が る BBP MT 
居 9, 特に Florida #0) 580 KYRA O HERE PAR Ik, 黄色 の 微粒 が 存在 UIE 
REO me x SHS BUS TES MOMS HOMME c HEL OS »s Hi 
THESE HERS HSC RED ¢ FEL UES OFF EDR 6B. &OTH 
bo ZICK UAMELE & 推定 せら S > WHO 海 成 腐 泥岩 に 於 て は , 未 


だ その 存在 が 認め られ て HOT, HEREO RMB ICIS Th RRS 
BREDOKKz. 


L) Sees Peary cay J. Takahashi, Economic Geology, 22. 147.1927. 
OAS a FS OAS PO HE 

2) P. D, Trssk, C, C, W, Bul. Geol. Soc. Am., 41, 89~90, 1930; Bull, 
Am. A. Petrl. Geol. 14, 1462~63, 1930 
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然 る 々 に 近年 来 青 森 油田 の DAR AAZED, 北津軽 油田 の BRAD KBP 
HE 6 B+ OB FE LHS 4, 筆者 等 の 所 調 愚 色 頁 岩 が 現世 腐 泥 堪 
積 物 に 於 て 認め 得 ら る ヽ ゝ と 同様 に 源 青 物 と 共に 浴 記 硫 黄 を 含有 する も の な 
SBD. COBRAK 温 兆 の 場合 に 於 て BRELEBL, 多 敷 の 海綿 骨 
針 を 有する PMT OD LOT, 乾燥 すれ ば ML So AGF IC ZR 
SEL OFG EFA i SIE AE IK ORD, BH KDHE 
OUR OW & 4 SRO MMC BWR BL, HOS ROBE ih 
MES, KRBEO BALALEA ULCERS. MUCK ERD 3 BE 
は , MA ABO FRORBRATO LAL AD Mt も EMT ORRILS UC 
て 居る に 反し , CORA HOR LARA RIE HOUR & 0, IRBMEN 
DBLP SS S¥ECHA. _ORHOBRKANS 72 7tXLRYUOT 
抽出 すれ ば は, 源 青 物 と 共に 硫黄 か 溶解 せら れ , 2 eR LP eR. 
ば 硫黄 を 源 青 物 よ め 分 訂 す る 事 が 出来 る 。 そ の 結果 は 第 一 表 に 示す 通り で 
叉 比較 の 伸 現 世 堆 積 物 に 就 い て 得 た る 結果 を 示せ ば 第 二 表 の 如く で ある p。 


{ 


C1) | (2) GO 5) | CD | | BH | CD ova 


He BE | 0-12 0-15] 0-12| 0-11] 0.03 0.02) 0-01] tr | 0-01) 0:02 0-01 
AF ¥ | 0-06| 0-07] 0-07| 0-12] 0.05) 0-06 0:04 0-05) 0-08, 0-04) ..... 


C1) HEE & 6 (2) fe) Y C3) 同 12 て 4) 同 19’ (5) HSB 
(6) BA CD Br ii () BisB (9D HAW G0) Florida # 
(11) Fiorida 北部 の Algal Lake C10.11 は Trask 氏 の 富 験 結果) 
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ZE OGRA ZI, CORER EPO 注 離 硫黄 の 含有 量 並 に クロ 
ゝ フォル 可 溶 の 源 青 物量 は 現世 に 於 る と 大 同 小 農 の 値 を 示し て 居る 。 形 
世 源 青 堆積 物 中 の 硫黄 の 生成 に 開 し て は 有機 物 の 嫌気 性 分 解 及 は 硫酸 監 の 
大 TIC KOTHEMEG SSE DLE GHTES.RLLORERAPO 
硫黄 の 根源 は 次 の 3 つの 場合 が 推定 せら れ , 即ち 火山 作用 に よる か , 硫化 物 
の 分 解 に よる DLE RCE Mee Oi efi oe DBELET BDO MADILBS A S 
で ある 。 火山 作用 に よる も の に あら ざる 可 き は 野外 観察 より も 推定 し 得 ら 
> HHI UT, 且つ 頁岩 資料 は 何れ も 新しき MAE OPM ARM 
鮮 な る も の て, RABE PIC IS TT & CERO BET tt SB Ze eho BEC Bl 
THC EOT 4 One O WF EA CREW. Bb 2 の 頁岩 中 に Laat 
6 & » Wipes LAR O77 Ea Api ILE ORT roe 
生成 せら れ た る も の が な, FLIBPHAPRLG TAA IC 残存 する も の と 推定 
せら れる 。 

NOM < LORD PACs SEERA AIH Td, Ua O 存在 

得 ら れ ざ る と 共に , その 基質 物 並 に 含有 する ERLE OO 何れ も 著 

し き 脆 須 作 用 を 受け て 居る 事 志 は 注意 に 値する 。 即 も 以上 の 事 審 よめ 参 疾 
する に し に , BEAD SLD GSS 腐 泥 岩 に あり て は 堆積 常時 に 生成 せら れ 
fo BRAD D REA IG IRIE L, 有 妥 作用 を EUS BOS LO 
RSC ILEPR ¢ Oh, 浴 離 硫黄 と し て 存在 せ ざ る も の と 推定 せら れる 。 高 
EELO PPO MM < HUWO4A MDE ORBEA PICA LOLS 
AUS, 腐 泥 堆積 物 中 に 存在 する UG REO 減少 は 石油 生成 の 機巧 の 過程 と 
密接 な る 開 係 有 す 可 きも の と 参 へ られ る 。 
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昭和 3 Se Sei SI PRA Ca 
eee le TH HB Ze = 


BROOME 硫黄 島岡 部 沙 の 海岸 の 温泉 中 , 水面 上 の も の は 温 く , 海 中 の 
も の は 熱 か り し を も つて 王 湖 時 に 浴 せ 9 め き 。 此 海中 の 温泉 は 盆 に 1 時 温度 
高 ま 09 た の め 。 BR BMRA 16 昌 5 時 30 Di, 温泉 温度 を 計り た る 
に 45°—48°C な めし と 。 叉 1 褒 に は 17 AWE O 18 AWS CHE OR It 
#50 40°C (1D 6 Dik 17 日夜 熱 く な 0 入浴 出来 な く な め 18 AOA A 8 He 
_ 頃 に は 叉 元 の 温度 に 戻り た め と 。 

Qi) ¢ HIB MAOIFF kh 16 日 測定 せる に 37ー44.5°C の 間 に あ め た の め 
と いふ 。 こ の 温度 と 前 記 余 が 本 年 1 月 計り た る も の と の 間 に は 多大 の 差 あ 
れ ど も , こ れ を 以 て 直ちに BUYER KOE it AI BK OO Ub SRT 
すべ か ら す 。 

嘆 火 の 初期 17 日 枕崎 の 能 船 は 噴火 の 位置 に 管 る 遂 を 航行 せる と き 海 面 
CBIRAD O UDR BEKBCE TAT ARO ABE OIE Tie 
Wr ; 

18 日 午 后 十 島 丸 が 其 附 近 を SI SOB KRIS He Se 注意 せ 
Oo MRA GE BRR IER DS 喜 叶 々 海水 混 廊 する こと ある も , そ 
れ と 異な め 旅 に て も 混 じ 居 た る 様 な り し と 云 へ 9 の 。 叉 同船 室内 に ある も の 
RMORMUAIC EPR O. HW e AAMT Bie T8aRCeko 
EW So HES LUT CHB RELL o 

20 日 竹島 に て は 8~9 時 魚 釣 に 出 で た る MACHHAKSABEO. 
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枕崎 に て も 硫黄 島 の 東 に 叶 畑 上 れる を 詞 見 し て 懸 に 報告 せ 9 SEA Fal 
FEVER SAK OBRAURAIBRKO LD, か すか に 海上 に 8 一 4 HOR 
き 島 を 見 , 其 島 を 越え て 向 側 に 海 を 望 見 せり 9。 こ れ 浮 石島 に し て BICMe 
上 げ 居 た り め り 。 瓦 其 の 臭 成 な り し も 爆音 を きか ざめ し と 。 な は 其 日 10 時 頃 
硫黄 島 よ り め り 噴 粒 を 望 見 せる は 己 に 述べ た り 。 : 

21 AETV ORLO 海中 噴火 を 見 た る が な が, Aie* EUTMED, 
附近 に は BER 2 ELL, WER US, 火 畑 の 量 は 本 年 1 月 の 量 に 比 し 10 Bor 
あり き , さ れ ど 鳴動 は きか ざめ し と 。 叉 党 日 硫黄 岳 よ め り 忌 見 せる に 海中 噴 
火 の 中 心 部 に 東西 1 将 , 南北 2.5 FOG O 西北 方 に 浮動 し 居 た り 。 

24 BANE ONC OD DT fk OC ARATE UR O, 西南 ラー4 
WP eIRSTR ESCH URE Oo Ht & OBI UCM CTO 
SI FACKe Rls te —2—-#K— OMS Ko RY LIMO, F—-F LH 
NEE < BO, 其 附 近 の 海水 に 手 を 入れ し に 40°C 以上 の 温度 を 有 せ めき 。 
MEK OP LABEL KE AEE LIN EO TURES CBE Oo Sit 
FEN IN DUP HE SEM DULEK OD bo DAE OS AIOE 
Ihe AF EFL (80 mx 6mx 4m) ALO KHL IY LASHES BEEN 
LETH ERIKFEUTHS KUT RBREZENO. CAPR Bh 
な る も の は 5m WHMOMRRSBRIA LTA -RRORG PAT 9 Mt 
CAUCR UE FALE, 叉 基 等 の 浮 石 は 白 畑 を 吐き つ ヽ ゝ ある が その 
畑 は 少な く な れ ば 沈む 。 夜 近く より 見 れ ば 内 部 の 輝け る 光石 塊 が 浮遊 し つ 
ゝ あの 0, 達 方 より 見 れ ば RHIC OTM LV ERO. GLOBAEBL 
し て 月 の 出 づ る 時 の 如き 赤 さ な めき 。 

基 后 噴出 の 中 心 は 何 慮 な る 々 か 認め ら る ゝ 様 に な り し が , そこ に は 次 ぎ 次 
S LGR, 座 に な れ ば 明る くく 見え 浮 石 は 風下 の 方 に 流 る 。 浮 石 
に 近づき て 其 温 度 を や は か り た る に 200°F 以上 の こと あめ りき 。 硫黄 島 の 東 
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<FLO CEU 6 WIIG PGE O CHKA I 2AM SD 4 Od 
Do SUE Apis Heit PAIL 7s BER ee LIP PIB Ul yc HE 
Om ihre ae tec HP Ui S Ue bP ee 6 8S. DAE 
右 は や が て 海岸 に 押し 寄せ て 沈 横 し , 海 中 に 州 を 作れ り 。 か くし て 硫黄 島 
HHS AGB Girt Oo RRB bRBAKOGA ILA し 居れ め 。 
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HRA GCARE 189 FLO—IB) 2 BWM x VoD WAU LONE T F421 A 
浮 石 の 噴出 は 以 后 引 ミ つ ヾ は けり 。 

10 月 22 日 澤 , 東南 風 。 18 時 頃 L [AL WB 

10 月 23 ARN, 東南 風 ,12 叶 地震 1 回 , 23 時 頃 人 硫黄 策 の 方 よめ 鳴動 数 回 。 
10 月 30 ARR, 東風 ,19 時 30 分 地震 1 回 。 

10 月 831 A, 東風 , 10 時 80 分 及び 15 MAKE DO o 

11 月 5 日 (8 日 ? BEEF DERMIS kB & LEE L < ARM Oo REHM 
BRINE LBM b Aollt DH BROW C LORBALOK 3 OVD LIN eM. 
き 叉 は 湯 を 噴き LORD CI LAV Oo HARB OM & OER 
(16 ZO OIC IE ANE 2 OE Oo RAB & OGRE IO TFB AUEO LIE 
海上 3 ヶ所 よめ 火 は 見 え 居 た め り , これ 浮 石 流 の 未だ 冷却 せ ざ る 部 分 な りき 。 
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D< WEA AH Ie 2 BLL 8 ite THE BNI A900 KURATA 
玉 れ ば 淫 石 は や が て 海中 に 沈 隆 す 。 

11 月 17 日 晴天 , 東風 , 23 時 地 幸 1 回 。 

11 月 19 BAEK, 西風 , 18 時 稿 々 大 な る 鳴動 あ 9。 

11 月 25 AZEK, 東風 , MA, ILO SO MIR ESO 、 

12 月 1 AER, TEL BIER CCS 

12 40, A, 北風 , 17 時 地震 あめ , 噴火 口 附 近 に AOI DO Fo 

12 月 7 日 よめ 8 旦 の 朝 ま で に 新島 現 出 せる 如 Lo 新島 の 西北 側 は 乱 に し 

て 南側 は 園 味 を 帯び 中 基部 に 火口 あ も 9 て 噴 畑 し つ ゝ あめ の 。 島 は 小 に し て 然 
Ds RAKES O EEE EO MRS ML, RAED O LARK & 
噴出 す , WEE AE A ARTA OIF AISI PP LTO HH BLA S46 KOO H 
9 So 

1278 AM, RIAD AOG ABBE CTO 17 叶 雷 鳴 の 如き 鳴 
HAO, REWIAB RU Oo PS HDA OME HY DS O 6 

12 月 9 日 ケッ の 注 よ め り 見 る に 新島 は 海 挟 10 K, A 7~800 KH O00. 百 
畑 を 上 げ 居 る が な が, 時 々 朗 作 的 活動 を 示す 。 

活動 の 順序 は 先 づ 1) 鳴動 あの ,2) AAAKOWMS< 64 -b0,3) Rh 
の 如き 畑 は 直立 す , 時 々 3~400 米 高 く 上 る , 4 MOD EO RSRAHE FP 
する 音 聞え ,5) 海上 に 落下 せ ば 折 畑 立 上 る 。 

12 月 10 日 十 島 丸 通 過 の 際 淫 石 は 流れ 居り , 低 き 新島 の Pos oO Web 
eke CE 7200 HIS AIL O, RAS DAUM S tT AEF UL, 夜 
は 火柱 高く 立ち て 火花 を 散ら せり 。 FTES HAAR DIMEN tO SU EB 
方 に 洪 瀬 見 出さ れ た 0。 

12 月 12 ARN, 東風 , PETE KO 今朝 に か け MRIS BOML, IMIR 
7D 0 


# 287 | a im 及 RE gk # 21535) 


12 A 13 Ale, ICR, MEME R eS. 

14 日 島 の 附近 を 通過 せる に 島 は 南北 に 長 か り し が Kime SEO 
Ris LES 10 一 183 KKO LEW So 硫黄 策 の 上 より 見 る に 島 の 東南 は 園 
Be Ae CMEC 火口 あめ , 南側 の 裾 部 は 人 急 岩 に 終 れ り 。 西北 は 一 部 分 急 
崖 を な し その 下 に 段 あ り , 其 部 は 巳 に 冷却 せる 如く 見 えた り 。 


15 日 晴 , 西北 風 , BERS 16 Ale PHARM, 多量 除 放 。 
17 Alii, 東南 風 , BEIRo 18 A2e, 北風 , 除 放 。 


23 日 座 ,3 Pits SALI AY EMEA O, PHTRIAF-7LESLE 
ERO PRIA IEICE FF o THOME ALA B aH BRI 
打上 げ て 引き 行く 如く 見 えた め 。 MU OME ILEB RD O RECS ER 
旦 せ 0 。 夜 に 入れ ば 火柱 立ち , MES EW られ た る WEEMS 花火 の 如く 飛散 
LORE SS LOLECMS LVS EOLDGET 6 GMD LAME 
PLILBOEPAN EO CHK EB ICY o 高 る 海抜 25 米 位 に 見 えた り 。 
> ERBIA TB OPAC 20 m) & ORI i 6 LAT AUEE Oc 

26 日 島 の 大 部 分 は 見 え ず , 少し 水面 に 現 は れ BKOLVKO 3S, MET 
方 々 に 浮 石 の 選 瀬 を 見 た り 。 

29 日 晴 北風 , 2 AEREIRo 

30 FAK ACBL, BI LS 鳴動 と 共に 大 噴火 を な せり 。 降 原 は その RIBS 
Ze これ に より て 火口 接 大 せり とも, 島 は 噴き 飛ば され た り と も 去る 。 

防 ら く 基 時 新島 の 大 部 分 は 内 は れ た る な る べし 。 
昭和 10 年 1 月 5~6 A, MBIA Ls t OP lems < HAE Do 

1 月 12 ARE CK SMS 

1 月 13 A, HAO BD MREETE Lo HR AKDT Fo 

1 月 14 AAS MRED CHRIS E 1020 Oo SPIER 1H Oo 

18 AM, PRAMAS 2S. 
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20 Ali, HEL Zs 0 LBIRMED « 

ADOBE 此 度 の 噴火 に よめ hisiik DOMMIS DMO TL 2290 
BUPA ILE OEE IED CHER LC HE SRD Oo SLiheeP BEA Zs 
どの あめ し 附近 に は 浮 石 島 淫 び 出 せめ 。 


Wie SS ICH Cate Seri (昭和 10 te 1 月 22 Ae) 

PRLBABO 3~4 MINIT 網 に か ゝ め 来る が LHD ROP LEA 
Fr Vo MOMS BAK RFR LB EDO So 

種 ヶ 島 は 状 鷲 計 に 降 族 あり , RRELK AIL 多大 の 被害 を 受け た り 。 

DECI Be OF Bn it R ILI 22 FO DMO Ke OMB ROM PRBS SH ahh 
NEO, 人 硫黄 島 に て は 先 づ 艇 , 炊 に 島 の 東御 部 の 松 を 枯らし , LF ROM 
TEU TE DBS SHI LD, MAO PE SHG L, HOKE BMEALRABIR 
BBE Oo Te PROTEIL BO MM ¢ ALIA O60 


Bil He 211 AL CK 153 頁 う 第 22 行 中 “本 年 1 月 2 は 新島 の ” は “本 年 
1 月 20 日 新島 の ” 譲 


A ena 
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3983, マン ガン , クロ ー ム , BI LSM 
の 着色 Kolbe, E. 

Mn, Cr 及び Fe を 含め る 多 敷 の 人 工 化 
Si ROG KOC, スペ マク トル の 可 
鹿部 分 の Absorptionskurve % KK ok VY 
先 づ 此 等 の 人 工 化合 物 の 深 液 及び 固体 の 
る の の Absorptionskurve 43H, SRK 
然 看 物 に た つき て 求め た る も の と 比較 し て 
人 工 化 合 物 の Absorptionskurve 2 HE 
の それ と の 近似 性 ょ より 天然 の 2allochrom- 
atisch に 着色 を る 太 物 中 に 存する 着色 物 
OPENER SHEER Vo 人 告 序 論 に 於 て 
(a9 yc Fs EX & allochromatischer 
Farbung FG i ZicGet sAF Lic 
2D COPE & text V (Neues Jahrb, 
f, Min. Geol, u, Palion. B, Bd, 69. A, 
185~254, 1935) 〔 渡 退 新 〕 

3984, 着色 Beryll ODERERURI 
Klang, H. 

AEM OR #E © Beryl o Mit 
BRUGES 測定 し , 告 着色 の 間 題 を 解 
か ん と し て , 黄色 及び 線 色 の Ber.y 上 1 & hn 
Ber 3; OBS MRRU MAR WM 
KOXCHEL BKIFV2A,X BR 
外線 等 に 上 蝶 そ る 場合 に つき て 研究 せり 。 
HEMEL TAL OIC lc VW te S BAKE WL 
出 し 得 ず 。 青 , 黄 , HO Beryll is ~~ 
クト を ル 部 分 た に て HMMKEM L, 4 OM 
Woah GH Se AG He BED Beryll に つ 


SCHARLSMOMOM ICI Ltto fa 
SEES ON Ais SB RUE OMICS 
り LMRE LT, Mac Carthy mpi & 
用 し て , ZA BMW を 試み た り 。 CNeues 
Jahrb. f, Min. Geol, u. Palion. B. Bd. 
69, A, 93~115, 1934) Cpe 

3985. ABPIRGS birefringence 
OARIZOST Mathieu, J. P. 

本 研究 は 小 な る birefringence を 有 有 す る 
BED ICD & TC WH IK ic HAT る biref= 
ringence を Brace oyEIC k VU CUS 
ん と する 試み に UT, 位相 
$= ee i A ICG SN, ER 
256 WIE PS 1c -C, 5900~2700 A ori Fok 
に 於 て は 1/ ぇ > O—-RBRBe UCHR UGS 
Lo DiC 6 ABR OMRPFAMS ng= 
1.5940, ny, =1-5908, np =1.5575, ng-nm 
=0.0037 t2 0, ERIK & UR Bic cd 
め た る Dg-Dim ils WZ MM Lo 


ACinw) | ngnn | ACinw) | on - 
589 0-0037 | 369-5 000364 
546 0-00370) 353-5 0-00358 
497 0-00368) 340 0-00363 
479-5 | 0.00369 335-5 9-00361 
436 0-00368 321 0-00363 
402 0-00363) 204 0-00361L 
394 0-00363) 281 0.00357) 
377 0-00364 2611-5 9-00861 


(Bull, Soc, Fran. Min. 57, 233~240, 
1934) (高根 〕 
3985, Seabee os|F SRAOBIEA 
ベク トル BBE —c 

五 種 の 足尾 産 ; 猫 競 Ehrenfriedersdorf, 
TAS) NR Se FE, WAR SE es PES SEP 
津川 産 , 加奈 陀 Quebec 及び Wilberforce 


ib 
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i Arendal 産 等 多 敷 産地 の BER AIC つ 
CHEM GU ICHNT SBHHANR FT PLE 
撮れ り 。 と の 際 Kipp, u. Zonen 液体 プリ 
ズム 分 光 計 を 使用 し 足 星 産 に つき て は 圭 
出 時 間 5 時 間 , そ の {opel の も の に つ 
eC THE Ue, CEO ARIA bw 
i eA L( AAS SIC SBA URE IK 
S SPER LAS IC ID BRS Bee ea UHH 
基 性 火山 岩 中 に 産 す る も ゃ の は 多少 巾 狭 き 
We LILO COWS RM IK PRES 
を 知れ り 。 RHOWMSAMHKCRACRT 
BR RAT ICIS CHE し , ZHI AK 
の 意見 と よく 一 致 せ り 。 Wb Rik ae 
BHAT bor LHS 開 係 に あり , 
SUE HL ICES BME 示す に 反 
し , BEG Nh DBE BOE HS & 知れ 
UioeGSels Phy. and Chem, 
Research 27, 1~9, 19¢ 35) CEH 
3987, ARBHO Jarosite KeFec 
(OH)2($O04)4 Milton, C, 
Wk TH AER @ BEAR 
RAG SHRMBM ALU U TOMB KIt 
HA et & BRED IK TA 3 ERED Je ep 
HERES Vo RK AG AMAL, 
に し て 淡 褐 色 の 破砕 面 を 有 を せり 。 MEAG 
BEN ICL A LC HDPE SHAR RUK 
PEM FE Vt So PRB ICYBU TILE 
と LT jarosite よる な る WHEOMRDS 
Yo jarosite は 例 岩 一 様 た 分布 そる も 特 
に 多量 集合 せる 部 分 た て は 石英 共存 し と 
D WOE TA (x IAF DAE KIC DS B%O vd 
Lo jarosite (Li fh & LR ERBE OR A, 
PGMS BIO SEK & と を なり て 存在 
L, @ =1.82, es=1.72 な り 。 凝灰岩 OSB 


Pap. Inst, 


Bolivia の Potosi 


酸 に 可 深 な る 部 分 を 分 析 せ を LicFegOs : 
SOg:Ke0 の 上 比 は 3:4:1 に し て jarosite 
% AIC — Be LE HIC E NILEERA DAZ 
有 量 は 16% te SE FIN VQ (Am. Min: 
20, 176~178, 1935) 〔 待 場 〕 
3988, California EKEA 
Ne tS x 

See ik California 州 の San Marcos HE 
Wo AAS A, SHE A 
RA PICMENES ( BATS, 
その 成分 は 灰 長 石 の CRAIC 在り ; fn ae 
ASEM ( BRO TEES AT TIE, AS 
AiO Wi $l & RES S TERE te 3 A ETE SIC 
都合 ょ き ME VLE, Le aHre 甘 
に その KES 調査 Vo (EBLD AE は 
Harvard fim F. A. Gonyer に より 行 


Miller, 


| は れ た る も の な り リ り 。 


Analysis Mol, Nos.| Norm 
Sidg | 43-77 | -730 |Or 0.56 
Al203 | 36-11 ‘354 |Ab 5-76 
FeO, | 0-09 001 |An 93-13) 
MgO 0.07 AUN Wet 
CaO 18-73 335 99-45 
NayO 0-67 ‘011 
RO 0.11 | .001 
bia 0-40 

99-95 
IRMA dt «=1574, B=1582-, y= 


15864, y-«=0.012+, —2V=79°, 
Dispersion r<v(distinct) (Am. Min., 20, 
139~146, 1953) (CAPA) 
3989, Pectolite IXSHEU»T Peacock, 
MRAS 

Pectolite は pyroxene 族 或 は zeolite 族 
の も の と せら れ , を の 結 品 は BARRO 
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め ら れ 居 た り 。 然 る に 今 還 New 
Jersey 州 Paterson and Union Hill Eo 
Pectolite の 良品 た つき て YG, HSA 
完 等 を 行 ひ た る に 三 斜 唱 系 な る と と 明 と 
teivY, XX wollastonite, vogtite, pectolite 
schizolite 及び rosenbuschite (2?) 等 は 
何れ ゃ , TORBMALE VMS b,<0 
結 品 加 的 性 質 より する る , 皆 相似 た る も 
の に UC He & —F§ L-cwollastonite 族 
どど なし 得 べ し 。 CZeits Krist. 90, 97~1 
11,1935) (yee 

3990, Halloysite 及び Metahalloy- 
site OF¢ BIE Mehmel, M. 

32% (x halloysite 及び Metahalloysite m 
BIA BOIL & ti VS & kaolinite % i ih HEE 
LBL LC 解析 し , EEO we tic SLAY 
LAME 1 OMT ERO RIDE & aS 
PRBEL KARE (ET SLT SIH 
ER HYD Y, halloysite は kaolinite 分 
子 に た 二分 子 の 水 を 多く 含め る も の に し て 
metahalloysite は (OH)4SigAl2gOs。 な る 
RD BAT 9 EER WO HEF MH 
子 中 の 分 子 敷 及び 空間 辞 は 別 奏 の 如 Lo 


. . halloy- |metahal- 

Kaolinite ite loysite 

Ao 5-144) 5204) 5-15 4 
bo 8-90 8-92 8-90, 
Cy 14-50 10-25 7-57 
6 100°-127 |~100° 100° 

n 4 2 2 

Ze URE Cs4 Cs3 Cs3 


ZF © He HSE & 00) TA _b IC Beas し て , 
kaolinite の それ は metahalloysite と 甚だ 
し き 舌 似 を 示 UEP ICHHOBRIC LS 
差別 を 認 む る の み , halloysite の を それ と は 


甚だ し き 差 異 を 示す こと と を 明 に 示せ そり 。 
BIC LE OMG HE AT SRL LC 
ee ee 
TLR MRTBIC REF GLORY g 
CZ. Krist., 90, 35~43, 1935) (高根 〕 
991, 8-Fe2O3-HoO QE Weiser, 
H. B., Milligan, W, O, 

MUR bX S HM RPR*IK 
加水 分 解 を 行 ふ 時 は 黄色 の 水 酸 化 鐵 を 洗 
WT > 2% Bohm は な 基 性 酸化 物 と 考 へ た 
Yo 然るに MAP ROWMMRKRERO 
結果 に ょ れ ば 本 成 生 物 は 一 水 和 酸化 鐵 の 
G=OB BR SMS VY, 守 葵 的 に 
得 た る X MUM PANS t OE th & AH Hh 
Ree し て 計算 を る 結果 と ょ く 一 致 し 
% OME FAILS Ao =5-28 A, b,=10-24 A, 

co=3.34 A te Uy BIC Ht Bic Mb 
れ Lo-FeoO3-H2O 及び y-FegO3-H2O 
と 厚別 し て 本 化合 物 を B-FeoOy-H2O と 
2+ U5 (Jour. Amer. Chem. Scc., 57, 
238~241, 1935) CHAR) 


SBABRAUS 


3992, S3RSIZkS Normal rock 
type の 生成 Nockolds, S, R. 
Ri 
normal rock type #4: U7$}S BSAC 
HOCHST 6 RBRK LEKI, 
(Geol, Mag, 71- 31~39, 1934) (yee 37) 
3993, ペグ マタ イト の 時 代 と 分 布 
Landes, K. K. 
KICHHEN7S 24 b ORAL DH 
に 就き 報告 て そし が , 本 報 に KCL e ONF 
KE DAGIC RLS CHERRY Vo HOH AWE 


# 74C40) yp 
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{Lic TRV CRY ~ BA pb BPre-Cambrian, 
Paleozoic,. Mesozoic 及び Cenozoic peg- 
matite D PYIC PIS Vo HERRICK OF 
名 な る ペグ マタ イト の 大 多 敷 は 最初 の 三 
に 属す 。 Cenozoic pegmatite (x fiz  ~C Fifi te 
Vo 更に ペグ ダマ タイ トム の 減 分 に 着目 し て 
Complex acid, intermediate 及び basic の 
三 に 分 ち , 世界 の 各地 方 に 於 ける 分 布 を 
SAM IC ZED Y 。 (Am. Min., 20, 81~105, 
153~175, 1935) (KI 
3994, =i CaO-SiO2-CaO-Al203 
2Si02 PRM N= 

CaO.SiO。-CaO.Al20s:2 SiO。 系 の 平 
衡 賠 は 己 に Rankin 及び Wright の 研究 に 
ょ り て 略 純 な る 共 品 型 と せら れ た る も の 
SR, Zit CaO-SiO。-Al203 三 元 系 の 
一 部 と し て 行 は れ も し た あめ に 此 の 二 元 系 に 
Bh CULE ABA O AATCC RK % ME BO 
WE DV LOARSLYUC SH 更に 
lig Dt d ie DRE E ~~ VM BS ee 
カル シ ウ ツウ >, SER, RVELORG H&A 
SST HH IC A a RE SA IK CHA LCE 
こと の 混合 物 を 健 砕 法 及び 題 微 鏡 試 験 に て 
槍 そ る に 次 の 二 項 を 知り 得 た り 。 即ち 

CL) JERS fH Bite SIEM Kite VG 

(2) Sen BRIL 57 % CaO-SiO2 (重量 う , 
1283° te 0, CERO RE, 12, 168~171, 
10) CRS 
3995, BR ME, HEROS Brown- 
miller, dee 

tn & YEE RICH Clk 1650°C に 熱 す 
Vista KeOAl,03 生 ず , この 成分 
は Al203=51:94, K20 =48.06 % に し 
て , COKE X-ray の 研究 に 依 た ば 。, 


isometric system に 結 品 LB PFA 1-608 + 
0-005 t# 05 LK2O の 83:5 2 を 含め る 
AlgOg を 1550°C に 熱 す る 時 は Corundum 
及 8B-Al2Os 結 品 LZ SOM ORM 
は 1.663 な り 。 化合 物 5 Ca0-3 Al2Os は 
Ternary System に 於 て は 5CaO:3 Alp Og 
中 に KoO が 画 深 体 tee 3 in ¢ Hak し 
KoO が 極大 量 を 占 む る 時 に JLo BT 
At 1-593 に し て 純粋 の 5 Ca0-3 AlgOg 
OR iz 1.608 な り 。 M 5CaO03 AlLOg 
C+K20), 3CaOAl203 及 Ks20Al203 
KES B Ternary OSE BBS VY, 1425°+ 
5°C 1C-C HEBEL, CaO 48.0, K20 48, 
AlgO3 47:2 % の 成分 に た て 生 ず 。 また 
5 CaOAl203 C 十 KK。0), CaOAl203 & 
K20Al203 KES SIERIPAS V, Zid 
CaO 39, K20 5, AlnOs 5622 の 成分 た て 
起り 1435° 圭 5°C (c CHARS, %3CaO 
Al。0s, CaO 及 KeOAl2O3 BHERRR 
& RAG LT 共立 し 得る SERB CIE FS 
quintple point), Zlk 1475+5°C に 
CHSHA L CaO 48-8 K 20 6-5 Aly0344-79% 
の 成分 た て 起 る 。 (Amer, J. S. 29. 171 
260~277, 1935) CRRA) 
3996, Scotland Cairnsmore の 
Carsphair 火成岩 Deer, W. A. 

西南 scotland oF HR AACE ELA 
せる 深成岩 に し て 之 は 中 心 部 の 花 韻 岩 , 
酸性 温 生 岩 淀 , REN ea, ROME A: aE 
Lk UMS WCairnsmorenH#ackS 
岩石 を よく 研究 を る に 混 生 作用 は 結晶 分 
TEER Rik KSI OTL A IK eS BRR 
LACM SHAT, COMBA RA 
ERIC & UP RRO BM & AF SRR 
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VS ARIMWELOWA IRV TH b6S5 ti し て 
HRB Hah SB BEB A IK AE hi aE 
作用 し て 生じ た る 均質 酸性 混 生 岩 は 表面 
に 近く 成 生 ミ る ヽ を 知る 。 上 且 と の 英 圭 隔 
Hea PHL OMAGH OFF Re SS 
52.08 Hh TE IK RS 分化 作 用 に て 生 ぜ し 
FEF, COMA IL LIK OBEMEA, 2K 
PREAOUW/E Be VE WME 5, CRBY 
HS 2 BO PE RH EG (LUBE (EBC wh BE te 
SIP EA ARRIGO ais 
HOVE な り ょ と 考 へ 得 , 叉 種々 の 岩石 の 
成因 に hybridization 示 刀 か り LSPs WJ dB» 
な り 。(Quart, J. Geol. Soc. London, 91, 
47~76, 1935) 〔 瀬 戸 〕 
3997, RBAL IY OMS Gilluly, J 
"東部 オレ ズン の Permian greenstone (zt 
FARE TH, HEGRE R, spilite, WE Tee 
IE AHBE, HER ABER GL UK Y, eK 
We LRU CHER AV ZEORT 
HRA UCHKIE TREES WZ 
Reb, ii UCLC ON BARK 
作用 に 依り て 生じ た る に 非 ず し て 次代 作 
用 に 依り て 成 生 せら れ た り 。 RBS 
satssuritization (<4 Y CWE 77 aS RAE 
し に は 非 ず 。 W meta-andesite pow 
Fi & ARIK a RSA OBE BEE AML 
則 な る あり て 雌 置 換 作用 が 或 程度 迄 進む 
AFI TC Di DIK AK AREA PED % as 
RESICBS, WBMP RIC HV CUA 
長石 に 富む 長石 は 二 炊 的 成因 な る 事 を 示 
To MEO eA CA BBY © [AIC 
CIRHUER & HRA & © RIC BAP IC 
CUHRAOREHEKILRT 3 & hho 
Uiqvegm spilite ehafR CHIT, A 


REY Kea, trondhjemite, ¥ 曹長 石 花 向 岩 起 
Wy SoU PEE MRD ELE THE Me 
を 含み , その Wis WEI A APE 
SS 

aig ICES Vg 即ち 草 長 石 花 韻 岩 は 談 代 作 
mite $i LEO WIT & 

#i4i & FARE AIC aE DUHIK (LI 
tele BS SKZLHEORARW YD 
長石 は 変 代 作 用 に 依り て 生 CK SWE 
に し て , 特に EPRICE LE 岩石 に 於 て も 
SRY, (Amer, J, S. 29, 225~252, 1935) 
CHER J 
3998, Black Hills Mau AFR ER 
岩 Taylor, G. L. 

本 地域 の Pre-cambrian core (gt sk 
je Pre-Cambrian age の 少く も 二 つ 
の 異な れる 花岡 岩 と ょ り 成 る 。 著 者 は 岩 
右 由 の 重 太 物 の 研究 と ネス ペク ト た 分 析 の 
結果 , 木 地域 に BEES る Harney Peak 
“ fine-grained” granite } Game Lodge 
granite 及び Little Elek gneissoid granite 
t & [pit YQ Harney Peak granite 中 
の Zircon © ¢ (tpi fate SIC tho 
者 に は Wome Zircon 其 だ Fite V, KM 
Little Elk granite 中 の Zircon (xf Ae 
な する ゃ も 他 の 二 者 の 夫 は 然 ち らち ず 。 叉 スペ ク 
ト を 分 析 の 結果 は Harney Peak granite 
に あり て は Mg, Fe, Ti, Zr の 量 が 他 の 二 
者 より 少な く 他 の 二 導 の え ぇ ペク トル は 其 
だ 類似 す 。 叉 昧 雲母 に 富む 部 分 を と り て 
Zircon の Lead-Uranium の 比 を 見 る た に 三 
者 共 Pre-Cambrian に し て , Game Lodge 
granite は Harney Peak granite より も 古 
(LC, Ho eRe —HKTo 
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Little Elk granite の Lead-Uranium の 比 
kU CHWOrMHAL VBA MS. Y 
上 の 事 辻 まり 本 地域 に は Pre-Cambrian 
granite は 二 っ 存在 し 恐 らく 第 三 の 花 賠 
岩 も 存在 す と 旭 < 又 重 太 物 法 及 え ペ クト 
を 分 析 の 研究 ょ り LC ULE HE jin ert 
な れる 特質 を 有 し , 之 等 の 方 法 は 本 地域 
の 相 異 な れる 花岡 岩 を 比較 双 分 類する に 
用 の る C Am. J. S, 29 278~291, 
1935) GHA) . 
3999, 斜 長 岩 と 花 賠 岩 の 開 係 Grout, 
F, F., Longley, WW: 

Adirondacks 及び Minesota の aly の 
終 長 岩 の 産 添 を 比較 する に 基 差 明か に し 
て Dulth に 於 て は 結 品 作用 後 , 僅 か に 匂 
珍 を しゃ Adirondacks の 者 は 結 品 作用 中 
Rik % OFRIC HF L & BE & VU CAAA 
RAW Cte Vo 即ち Dulth cA TAH 
Refit dete te haar & it 階 件 し, BF OMB 
& ERE O BFE IC RR AUIE MG A (8 HE 
i ak UR ICH L% ORB OT 
AE fii HORA BA & He SB OML 


て , PEO BR ABRIL BC BERR | 


OMA LAS Sir bho COE LB 
Fest & Of IC MBAS 3 (LLB Mid ME 
BALRIC TKD CARE UL AGAR VG 
(J. Geol, 43, 1334141, 1935) C 瀬 戸 〕 
4000, New South Wales jj] Ben 
Bullen Mis cas eCORBRE 
Joplin, G, A. 

ASC vz Ben Bullen の cleared Hill 
DAR & With & © HEAR TRS Ke 
る も の に て , 本 地域 に 於 る contaminated 
rock は 内 部 ょ り 外 部 に OCP RABR 


Ay fie fe Ha WH, 及び clinozoisite zone, 
prehnite zone Wi ice BLO MAE IC 
AU L, 2st SHARAN AA Rea kV 
Fie LIVI DK し て , HE UCHNA 
Meh Hit rv Fr VY ROURBHE LY 
成る 。 之 に 石灰 岩 中 の 石灰 が 作用 せ ば そ 
DBR IC HESS Te D BREE V “cA Alt 
Zs BEE, HEROS Ot BR 
UBER AR Tit YE L BAD IER TAL 
ずる に 至る 。 叉 contamination を 支持 す 
る 物理 的 條 件 を 考 ふる に , EE AA IC 
clinozoisite 及び 曹長 石 の 存在 , Prehnite 
zone の 起 る 事 は 同化 作用 が 低 泊 と 多量 の 
KIO KALE VY LMWF ZEN 
PER A eB IC 石英 と KEIRA WRT TE 
在 は 高 況 に 非 ず 低温 の 下 に 同化 作用 行 は 
れ し 事 を 示 LICW Hee ei ICR @ te 
FEAL EU. D FEE © Fee し を 示 Lae 
SR ILTE RY OTEAAICIKY TH CE Vo 
& contaminated zone tpicCWE AOS + 
°$D5SS, ZU) BicgeF 
し て 石灰 の 同化 作用 は アカ ヵ リ 岩 型 を 生 
ぜ ざ り し と 著者 は 述べ た り 。(Geol. Mag. 
72, 97~115: 1935) (HAD 

4001, Central Oregon@Newberry 
KU Williams, H. 

Columbia #34 Interior Platform の 
PY HKRIC FS S Central Oregon に は Cascade 
山脈 あり て , と の 東方 35 WE w Ibe ye 
Newberry 火 山 位 置 す 。 本 火山 岩 中 の 著 し 
きも ゃ の は 玄武 岩 と Hew eBIC LC Hic hl 
味 あ る は Cascade pp 43a hy & rf fe] WEA oO 
AACE TE BIS し て , 閉 し き RPE RL i De 
fir CATED Bat & wets SBC し 
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CZ PRE PAAR ICA £ UO SF 
な り , COWRA BNA ABE 
Mic し て 叉 新 し き SING ERS Oma 
CIS ASS AAG te り , MICS SAME 
AVIS し て , 着 者 は BBE TIC 富む 燈 岩 流 
は 噴出 の 最後 の 成 生 物 に 限 bt, 基 時 に 
LACM MSE LCE Ue tS 
Vo 本 岩 此 系 は 石灰 アル カリ 系 と 考 へ 香 
本 火山 岩 は 概ね 基 だ L SAB Ate S dL 
(SHEN He CE し き 事 満 よ り 老 ふれ ば 巡 
WB Ic ABRIL Skit し 初め ざり し と ょ と 考 
へ へら る 。 要する に Newberry 4k High 
Cascade の 夫 は 居 今 共通 の Plateau basalt 
magma より 誘導 せら れ た る に せよ , 結 品 
分 結 作 用 の 結果 互 ひ に 異な れる 成分 の も 
D&A EYL (Eb, Newberry の と 
BRE De BEE FR DHE AKG IC SC ES 
SPB OMMSAMR eS 621 RH 
SSS OS Bh NUR te Lk a HO 
% VY, CBull. Geol. Soc, Amer, 46, 253~ 
304, 1935) 〔 瀬 戸 〕 

4002, 北米 の Ordovician FLOMEXK 
Wy RRM Kay, G.M. 

ALK D PAAR IK BEC OP SRA B 
Ie EA Roe FE (t montmorillonite 
beidellite 及 normal bentonite JK 7p 4 
な り 火 山 岩 成因 と 同質 に UC aa SZ IC 
Ross の 所 調 meta-bentonite な る 語 を 引用 
せり 。 こ と の meta-bentonite は Chaumont 
formation, Sherman Fall formation 叉 は 
Albama » }jj Je J New York 州 の Hull 
formation #1 )c 449 2- S tt Mohawkian age 
HCV) DIC AUB Frid し 事 を 示す 。 
i &/2 ORAL Southwestern Virgnia 


の Russell County に 存 UTC, eA AS 
雌 地 域 を 達 ざ か る に 従 ひ 厚 さ を 減ずる 事 
泊 よ り 活 動 的 火山 作用 の 中 心 は この 附近 
に し て 恐らく 北西 North Calorina hh bk 7; 
らん 。 MIB Pennsylvania 中 の Trenton 
group と 分 類 せ る 買 岩 中 に 玄武 岩 の 放出 
SB L VU AMPEA IC PRO 
QI PRB Ontario の 地域 の 如き 計算 
離 に る 分 布 て る こと と を 著者 は 認め た り 。 
CBull. Geol, Soc, Amer, 46, 225~244. 
1935) (HAA) 
4003, Sw) eSB PRISM US BSS 
岩 用 Sitio 

ACSW © Sb EL ee UE a TE (中 新 統 
Pal), UE 7 Ee ROR OR Ee 
候 選 (沖積 統 ) ょ りな り , 大 小 二 本 の 水 成 
ALWIL RE VEDIC JP IC SPE LLIB, 
ど 直 変 し , BER Ale と 共に EF > UE 
に ょ より て 不 整 合 に 覆 は る 。 該 岩 脈 の 幅 20 
BS 2DHH IC L し て 延長 36 米 に 及ぶ も の, 及 
Os 10 PHC し て 延長 37 米 に 及ぶ ゃ の と 
あり 。 岩 質 は 何れ も 凝 灰 質 の 砂岩 な る が 
大 な る も の に は 凝 灰 質 頁岩 部 あり て 灯 土 
の 薄葉 を 挟み 年 輪 様 村 造 を 時 なり 。 成因 
(CBA LC LGW EAS BEG Ie SRE 
PAS IK PUB TRE AT SCL ROG 
WR > Fd WBE AHA A, ERE te SiC SH OF 
ARIE ARB IC BRE SF LCE CHR GEES 
Fi Jaf © (0 RE & [i] RR ETEL IC BET ES Bc Lk 
Y, GBI 上 部 ょ り 砂 泥 の HEA FEHR IC 
kEUCHERINLEDLEMH~ HHT, 
LOYAL LF MAG AM ABVE IC £ 
Y Coit SAU LICFEP PL B~5S, M 
岩 脈 生 成 の 時 期 は 恐らく 第 三 紀 中 な らん 
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(地球 , 23, 246~257, 1935) C 待 場 〕 
4004, IllincishR CFR BERUME 
OsBASAAR I) Grim, R. E, 
Illinois 石炭 に 件 ふ Pennsylvanian 4} 
及び AIRE © Fibre let P Hi AIC HE % 
DBE IRD Be OH 2 AEE HY BOX ie 
A), FEA A OIC 脱水 分 析 に 依り て 研究 
せり 。 右 炭 の 上 部 及び 下部 に 存在 する 頁 
岩 は 主 と ょ と し て 含 加里 洛 土 太 物 ょ り 成 り , 
石英 , ABER KITE AT > MAIR 
Bo ie Fthbit tt し て 高 陵 土 及 び 
HAIER 3 & DROME TED x 
URY, ABER UTE & ATS © 

ATHFEL MWR D & HHA ROUAG DR 
業 的 性 質 と の 開 係 に 開 す る 研究 の 第 一 報 
に し て , 窯業 的 性 質 に REC AI RS 
ささ し 。 (Bulletin, 14, 113~119, 1935) 


CK 


2@eeaik 


4005. Bolivia, Llallaguagfgerk ice 
~< TJurneaure, F. S, 

Llallagua yp (x Oruro の 南東 75 ue 
OWE KS S GORI Ls MO bh 
(SHERRI AE ROWMIRG LZ EA 
CSoARR LURK, BHR は この 石 
DEBE PIC BMRA Db tee BS PRORMIRI L 
て , thalt & L ( BOKSRAE A & BEY, 絹 
ZEEE, 理化 作用 等 を ぅ け , 叉 多量 の 
TAG LEU, 2ECHU CERLA, BA 
Pay BRES © OPM % AR 
6 ERB BA, 石英, EIR A 
KL, この Wiha ic kU -CHiz © Tey 
ETS CLE VS WS GEALBROR, HERES 


Th RECENT, Wis Ho A, eR, francke 
ZEA, DESI, PA WASNT, BEDR TE 
に し て , この うち Aes HH KE BE 
て 初生 の も の と 考 へ ら る 。 
CORK HE: S MAEVE MAIL, 之 
Be MEL © 4E fi a DRAPE RMI & UE ck 
I SoL eS し て , Hed CA Ka 
Y, 温度 , BRI 2 HEB 2 OBE BHEHE し 
CHE ( Din & BME Te SWHMEIEA eA 
る も の な る ささ べし じ と 考 べ ちる 6 M520 
Lallagua ggg e it a PED OZ th & BA 
SS EFC MIZE ( OTR OPM & AL 
tii LE SF ROM AM ICT SLOLL 
て 興味 ある も の な り 。 (Econ, Geol., 30, 
14~60, 170~190, 1935) Crp RFR 


eite, 


(4006, Ural AOE Riddell, 


G, Cs Jermain, Cab: 

SEs DEBE Te SRL EVE Ural ly 
脈 の 東部 斜面 に 存 し , 地質 は 泥 盆 紀 層 の 
HM 4 DA RS & BERLE, HILAL, 
DE RCE, RAE OD 火成岩 と IL ALME ¢ 
A S BSE ABA D AE hid De Hy MRE 
LUMSo KM Ural 出 脈 の 西部 斜面 に は 
BAC I Fi re ACI HE 1S PRE SIR DE SBE SL 
せら れ , Ural RE RIC HY CHES る 
SIMA LZ %, A) Saw EERE, (2B 
ARAM Ae, (3A TIWEROR ~ KE, C4) & Side 
Ay (9) SIDER, (6) ZF SINK O 6 種 
に 万 分 せら れ , その 各々 に 就 て 詳 逃 し, 各 
BEN) OBB Pt Zee HA Fe VQ CEng, 
Min, J., 135, 547~551, 1934) Crp BP 
9007, MHMLSKARKRRBSE 
門倉 三 能 。 

IE BE BIE RAE YT YD —eHEREYD 
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YD UH BP SIE IC HEU, EKO 南東 
15, SPR Ht O HOHE 15 里 の 位置 に 
あり 。 SEMI MMS eo AIR 
に 属し , 主要 な る SDRURRE S HALO 二 群 
に 分 つ 。 PARES HARE 3,000 来 , 北 科 は 
400 KES LARS, HAH MERE 
骨 し て 同 地 方 を 調査 し , HHA RiALHY 10 
個所 の 新 斑 床 を 調査 し , その 概要 に つき 
Tabet 535 CHARM, 51, 164~182, 
WH 10) CrpBF) 

4008, t2SHoR, PERRSANA, TERROR OEA LK I= 
RET Schwartz, G. M. 

Stromeyerite (44 O)JKAICIE CT & HS 
ee BIEL KVM, KL tom 
Pl ve BE CULAR LU YER OS Sete V 
一 般 に 天然 に は 比較 的 産出 少な けれ ば ;, 
著者 は 乏 を ATK 製作 し て , SHE=R 
物 の 間 の 開 係 を 研究 せり 。 

即ち stromeyerite は AgeS と CugS2 
BAR & 16,000 lbs ORE AE ic BSE LZ 
を 加熱 すれ ば 容易 に た 成 生 し , その RAED 
は 天然 の も の と ょ と 全く 等 し き 諸 性 質 を 備 ふ 
A hi Uc ke SAD stromeyerite 
に 就き て HAAG, X 線 分 析 並 に JC SA 
微 鏡 的 研究 を 行 ひ て , その HERI HE CHE 
河 に 討議 そら る 。 (Econ. Geol., 30, 128 
~146, 1953) Crp BF) 

Gh i k & 
4009, AFRO ii—. 

ER (LEM te S 識見 を 以 て , AFR EH 
YE Oi Al © LUE & AHR TH, 
右 炭 液化 ; 油 母 真 岩 基 他 の 代用 油 及 び 本 
FRY FA AFAR IC Bs Came Yo BU ASF BE 


油 減退 の 原因 は 種々 ある 可 き る も 最も 重要 
7 SUL SH DWV CHES J HOY WYRE 
に し て , 新 油田 の PAB BS. BWR ICAL 
する る も 太 床 その も ゃ の ト 洞 湯 を 示す も の に 
SLVTSAYHEV, ii UCHoOM sm 
TILED FRAG AKAE DHE LIC HEN A aE 
Tih © HERE & MILE FT Zw’OES He 
事 に 属し 一 方 石炭 液化 , その 他 の 代 有 刷 油 
の 研究 を 必要 と する も の な る る る, 世界 の 
Avi EE Ds te SA AIC PST Ua ROE 
ISI PIICA & BE 2S PAME te SHRBR te Uo BIC 
A Shih OPA WL FT Sto V, 
Ty LC BRR AE VEER 7G & CAF AR O He 
BeEST FLOR LSA Hee 
の 結果 より 見 BE ld, MPL te SB ARFRUH 
HORMBILHE ES LO LYE DS, 
( 石 技 , 3, 69~82, 1935) CAAD 

4010, th Fak RS I= kB ih FE 
Price, W. A, 

SEAT UE SP 2k @ ee Ape CAME 4 a yD 
濃度 に ょ り て Corpus Christi の 地下 構造 
を 推定 すり 。 即ち 筆者 は 営 地 方 の 1.400 
個所 の ZRF に 就 き て 分 析 Ly isosalinity 
line (EM SIC OW OA ty OF 
度 は 500 & Y 4000 parts/million な り 。 
if し て 之 等 の 結果 を 東部 Texas basin の 
Woodbine に 於 け る isosalinity lines と Hh 
下村 造 と の 開 係 と 比較 研究 し 是 つ 地表 水 
の 地層 傾斜 の 方 向 に た 於 ける 影 張 を 考 る と 
% (i FSS FD structual basin な る 事 を 推 
定 し 得る も ゃ の な り 。 PHL Ic structural 
basin OfES We Bt WAS bo Me 
LU ORES BMW HORMs MICK 
THB ATHY ICME 4 > vy VERE @ fey & BIS 


e 


抄 80(46) fp 


bie 4s 2.98 


閉塞 きれ た る 砂層 の 存在 或 は diastrophic 
structure 筆 に 影 張 を そら る ヽ くも の な る 可 し 
(B. Am, Assoc, Petrl. Geol., 19, 317~ 
355, 1935) CAA) 

4011, RABMWORRI- SSR 
Briggs, 11. 

EA (Lie LOY OMI LV LEER 
lB] L, 4D 結果 ょ り 之 等 の Wily & TH 
Vo CORBI LAE A HERO MSH 
に 植物 性 成因 に 属す る も の な る 事 が 知ら 
2o iy し て mineral resin 及び wax & ff 
油 と の 開 係 及 び 石 油 と ozokerite 筆 と の 開 
係 ょ り 見 る に 石油 は mineral resin 及び 
wax より の 高級 生成 物 に し て ,; ozokerite 
及び deoxygenated asphalt は 石油 の 最後 
の 生成 物 な り 。 Libs & thbe & Ola Zz b 
OBMRK V sibeld tobe k VHB SO 
な る 事 が 推定 そら る 。 CProc, Roy. Soc, 
Edinburgh, 54, 115~120, 1933~4) 
CAA 
4012, S26 SA isis & IPE OA 
{% Eby, G. B., Clark, R. P, 

Texas 及び Louisiana, Gulf Coast hh 
> 7a TH TELE ESE ATA POF VC CHL % eB 
ys WER ORE Ck UC HAZE 2 VQ Moss 
Bluff 及び Fannett m 2 (at o Hees Aye & 
Ie A S 結果 に ょ れ ば , 後者 は 
gravity maximum を 示し , 前 者 は gravity 
maximum } mininum と を 示せ り リ 。 中 間 
の 深 さ に ある Sugarland [Av fea torsion 
balance に て minimum を 示せ り 。 し て 
YEDR の (ARNE を 有する Sheppards 
Mott, Pledger, Mykawa, Tomball, Livin- 
gston 及び English Bayou-Gills yz 


gravity minimum な り 。 侍 Moss Blaff の 
refracion 地震 波 探 確 , Sheppards Mott, 
Tomball, English Bayou=Gills @ reflection 
Su 22 READE UO Fannett の magnetic Pepi 
等 の 結果 を 論 そ せり 。(B. Am. A, Petrl. 
geal 19, 356~777, 1935) CAA) ~ 
4013, RA/VEOMMRER 。 青山 秀 
=BB, SJB. 

EAS HE AS HEY INT VC aE CREPE DPR 
Pie RAK S 結果 に ょ れ ば , TPE 
RE EY FS RIC fii at DS WSBT 
居 は 2~3m の 深度 を 有する GU, 第 2 
Jat 1a BERTI ORDERS し て 川 の 西岸 に 滋 
く , 束 岸 に 深き 開 係 を 示し , 叉 第 3 LH 
三 紀 廊 に し て 殆ど 水 下 な る か 或 は 河 流 に 
MOC KROT LHS MM eM VS ii 
LCL EA Jit D VRE UE Yh IE DES & 
ILC 第 三 紀 層 の HEIL HELIA FE 
分 な る も 河岸 を 遠ざかる に 従 つ て 地層 が 
TRL WoO 東岸 に 近 き 所 に PAHS 
APSO LIE DS. MHS ot 
C58 4 JR ASTEAE L, Hh¥ek V 150m 以上 
の 深 所 に 堅 級 な る 岩層 の 存在 を 推定 し 得 
ら る くも の な り リ 。 CAM, 51, 99~108, 
1935) CAA 


RE YD 


4014, FSBRIKRE IZENt S — RP RNas Bs 
O7-B203 RUNaBOo-NaPOs の 滞 度 
Volarovich, M. P., Tolstoi, D. M, 
三成 分 系 NagB407-B203 及 び NaBO。 
-NaPOs Oi RE & Volarovich Ami |Al {3 
roa Ut BE RIC YC LE Yo NagBy 
O7-BoO3 Ric HM cis FH PE AH BE & SL 


i 
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oS 
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# 紗 81047) 


る に , Na20.3 B205 及び Na20.4 B20 
KET SIMA OM ICI CT 2DHYL 
& em BEE Vo 

NaBOg-NaPOg 系 に 於 て は NaoBOo- 
NaPOs に 相 営 する 成分 比 に 於 て BBB 
Tt 5TLE VY, 60% NaBO。 を 含め る 混 


WE USM x x Hp ress is Nao COs wk is 
K2COs と HsBOs3 と の 東燃 融 に より , 
又は 各 水 化物 の 受 水 た ょ り て 作ら れ を たり 
WMSAE Pt BASIE IC & PPE RNS 2 Pe & 
LU, Mid MeO 水 化 作用 た にょ り 作 ら 
bo BAY OMS TE LR OM Lo 


合 物 は 650°~7T00°C cS TC HER U 可 
WOME IC AbD — IRA RIEL Dae XY SHEL 
き 異 常 認め られ た リ り 。 (Jour, Soc. Glass 
Tec., 18, 209~221, 1934) CAF Py) 
4015, B203 EOWA Cole, 
S. S., Taylor, N. W, 

B203 は 碗 子 化 し 易 き 酸化 物 と 考 へ ら 
65%, FH GR2 ICRC H3BO3 を 
WK LO CH ih Bh BoOg を 製 し た サリ 。 
RHF & 280~190°C fics CHB 
せ し め 得 らち ら る 。 MEA MIMRL ES Hh Hic bg 
し , RFA 1-458, 上 比重 1.805, Fah 294° 
C な りり 。 BoOs は 凝固 に ょ り 周 月 し, ak 
の 如き 性 質 を 有 す 。 従 つて 春子 の 比重 は 
1.844 に し て 結 品 より 大 な り 。 無水 B203 
HAF it 280°C cA CH AL eV, WR 
481.458 を 有する に 至る 。 XMDHMICE 
れ ば B20s は 立方 格子 に た 属 し, 0 =10.03 
A, HLL Fp ic B20』 の 6 分 子 を 含む 。 
B20s は 294°~1860°C Of & TRIKE 
MEAT る と と が 複合 作用 の HE td 
を 承 す る も の な る べし 。 (Jour. Am. Ceram 
Soc, 18, 55~58, 1935) CHAR) 

4016. R20-B203 % Cole, S.S。 
Scholes, S, R,, Amberg, C. R. 

ewe Fic BA し て アル カリ ・ メ 
2 SAR HA Ie OS 3 OO RK He Va 1 Fah 
Bh, HWY ODE AE A & Gt Vo 


NaoO- NavO0-Bo Ks0. 

A B202| 03-8H20, B203 
結 品 系 | A 方 | Bw 4 TS Ua 
TEEPE (~) i) (-) 

| qe a=1-443 

esse [ w=1.570 w=1.526 

MAAS || c=1.461| P=1467 | 。1.450 
y=1-481 

KBE 965 圭 2°C| 53-5°C |968+2°C 

Ik 重 | 2343 | 2.09 ae 


fj Na9O0-BoOg OX PAA HP IC kL AIT BL 
BERGE It a2。 =6.85A, cy=10-95A, c/a= 
1-60 に UC, B2 03 » 16 分 子 を 含む 。 
(Jour, Amer. Cerom, Soc., 18, 58~61, 
1935) CHAK? 
4017, NazCO3-CaCO3-SiOz Glas- 
ses ODER PATHS HAEOW 
Si Howarth, J. T., Sykes, R. F. R., 
Turner, W, E, S. 

微粒 の 石英 , Fg fi BE US ie MEY SE & 
NaygCOz+CaCO3+Si0e, NagCOg +Ca 
CO3+4Si0,,NagCOz +CaCOg +6510» 
NayCOg +CaCOg +8 Si0g 4 F Shc Ue 
& VL 600°C~1400°C 問 の 30 種 の 温度 に 
BH Lie Bic, 反 葉 は 600°900° 間 に 於 て 温 
度 と 共に 委 激 に 進行 する こと 確 め られ た 
y 。 NaszCOs 十 CaCOs 十 6 SiOx oY Fic 
Pec lt, 600? に 100 FAS LIK 95 の 
Fy HEA: じ , 800°C100 分 間 ) に 於 て 95 と 
te V 900° に 於 て 10 分 間 に し て 完全 に 分 
解 し た り 。 有 反 應 は SiOz の 増加 と 共に 促 
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SK 線 300 


Het b SS HM BV, TH0° L775 ic I> 
Cit HEE Et し て 方 解 石 の 分 解 た にょ り 
て 生ずる も の ゝ 如く , FECIERHEIE Nag 
COg-SiOg [Hic HeSkte Vg CO MRT 
BEI LSP KU CRM VS 


1 PRE IL 790° fF SE CHSC BR ICE YI 


775° (CPS CHAPEL TSROUEVG HOO 
“elie (t Fontainebleau sand, p32) pepe 
AIR BOW SBIR % NayCOg-+CaCOg +6 
SiOe Oy TIKI UT Bi OTTER & Ik 
WES dr 7 dv LCOO° PHP Me VC WAC Uk IO MR IC Uk 
REAM ¢ , 800° 附近 に 於 て は 微粒 純粋 の 
% Dick LILHBIES & BO sd し 。CJour, 
Soc, Glass Tec., 18, 290~306, 1934) 
WW) 

4018; =7EH CaO-SiOeg: Ca0AlsO3s 
2SiO2 AH] $994 2AF, 


4019, CaO-SiOz-MnO-SiO2z #% Voo;, 


E, 
HL Ae Sek & CMF a BeOS ake & Fy Sy 
SER © AEE Ly 始め て 純 MnO.SIOg oF 


成 た 成功 せり 。 三成 分 系 CaO-MnO-SiO ぅ | 
D— Er ite る CaO-Si0g-MnO-SiO0o 系 DA 


(EWE Vo COMBI LNIERARIC 
は SER WIA PK OE FSC EW Dk te 
れ り 。 AGRIC 於 て 液 相 線 は 2°, 叉 
周 相 線 は 土 4 OGRE SV CHER DK, 

MnO.SiO2 OIF BK it 1205 土 2C な り 。 

CaO-SiO, の «そっ 65 Ske Bit Rankin の 
定め た る 1150°C & Y MnO.SiIOn の 添加 
に ょ より 1210°C NHL St Ug B- 
KD 安定 な る 最高 温度 は 1374 土 42C な 
り 。 生 ぜ し 結 品 相 は 題 微 鏡 的 並 に X BAY 
Ce LEV, 合成 せら れ し 固 深 体 系 の 比 


He, DEAE Yl ae ee HL IE Sundius が 天然 産 

DEV) CRE FEN SHEL E ARE VG HL 

B-CaO-SiOg は MnO.SiOg 分 子 の 増加 と 

共に 単位 格子 の BREE を 減少 す 。 (Zs, 

anorg. Chem. 222, 201~224, 1935) 
吉木 〕 

4020, CaO-K20-Al203 系 の 研究 

AR HH 3995 SSF 

4021, 三成 分 系 NazO0-B203 ORAE 

Cole, S, S., Taylor, N. W. 

KI © FRU IC k SANE IC & 
y BoOs, Na20.B205 及び Na,0-2 Bo 
O03 AE 5A % 1150° & 1400° o fi ic SC 
50° = ICME Vg SOMBRE OC に 
WT SIKSREED FEIK THEH (EROM し 。 


) 5 Nas0, |NaO. 

Wer B03 B203| 2B208 
ALSO wees 2-55 21 
1200 83 7-2 5.5 
1250 2-0 28-0 13-0 
1300 3: 62.0 25-5 
1350 6-9 MOTUS RR 
1400 12.0 Ce 


UpHS BA & BESET dik BoOg 1860°C, 
NasO.B203 1434°C, Na20:2 B203 
1575°C と な る 。 B203 DARE D molal 
entropy (432-2 cal eV. MAF AB HS 
B03 65-600 cal., Nag0-B205 96,910 
cal, Nag0-2 B202 72-410 cal と 計算 さる 
B203 及び NagO.B20s (tH IC BME 
KS CLig ( REBT Eb Na,O0.2B,03 
BR LI COBB IC CaM 3 
も の と 認め られ た り 。 こ は 51-6% NayO 
及び 48-47% B203s な る 組成 の 蒸 搬 を 生じ 
XD ASAI > Kw bILE VG CJ. Am. 
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Cer, Soc, 18, 82~85, 1935) C 待 場 〕 
4022, TREMAMLC RE TAMAS 
AlsO3 RU B203 OBB Moore, D. 
Gursh RK 

Northern Missouri, Pennsylvania 及び 
Tennessee ® [FEMORAL BO 
れ に 152% 以 下 の AlgOz, B20s を 種々 に 
BAA LER 収縮 度 , HE, ANN, 2 FL 
A, RBS EWE LEY > Rimis4 x 
1x5/8 iy OPE & (EV, 2500 HY ic PAE し 
cone 14 に 24 BEIM LCS HEVS 
其 結 果 3222 の B20s を 加 へ し ゃ の は 熱 膨 
A> し , 破 環 抵抗 増加 し , 収縮 度 減少 し 
耐火 性 性 善 を られ た り リ 。152 の AlyO3 
BRA LG DIC HSC Ud MABE IK (LEI 
Bae (, BAECS S BHI Vo 
MMIC BoOgO Dik & Hitch cis 
れ ば その 性 質 を 玉 善 する 可能 性 多けれ ど 
SHLD WBE RD RU DEY KD ic 
ょ る 影響 に つき て は 問題 な り と 結 ベ ミリ 。 
(Bull, Am, Ceram. Soc., 14, 106~112, 
1935) CrP) 
4023, We SIR itk ORE BE IET 
KU —o 

te BURG A: @ PE HU t eR ERR © 
方 15 RK FUSE EN BRO 東方 丘陵 地 
KC LC, 東西 1-4 Ff dL 1-7 Feo pbk 
り 。 海抜 170~230 KO (APR ate o IE 
陵 了 地 に LCs TE iets 第 三 紀 層 及 沖 積層 ょ 
UBER Ste, 第 三 紀 層 は 花 税 岩 を 彼 故 し 
22 PRB, 中 部 層 , 上 部 層 に 臣 別 せら る 
FRB AE ee BER AE © 
ic し て , Pa A BAA, BEA REE, 
Hicks RHO Hee YY Tae 


RAR SIRE UCR ( BEAT > Lhe 
(LEE UCHEX UR VHA RBS Milt & 
挟 有 LIZ = 4 80450 米 た に し て Pee 
MEG CRBS 6 

Wee AA UL AE fd ACEH Le SB 
の が 堆積 せる も の に し て , 白色 及 灰 HE 
時 し 多量 の 石英 及 長 石 粒 を 雑 ゆ 。 ZR 
3 つ に 分 ち 強 子 ; 由子 , BTL 稀 す 。 強 子 
は 多量 の 右 英 粒 を 雑 へ , 灰色 に UC ARBRE 
強く 耐火 度 も 高 し , FIL BO 長石 粒 
を 雑 た る 自 色 の も ゃ の に UCH ING ¢ 耐 
AEM し , 中 子 は 之 等 の 中 間 に 位 す る 
も の に し て 適 営 の 征 力 あり 最も 育 質 の も 
の な り 。 BKM OAD He MRS 
ATTIC Yo REDRICK S SRE (| MEF IG 
CX Avia, PRE lke - 7 1 BE 8 Hic cc 
1d 10-8726 te U , Hy ewe Ht (211476, be Aid 
2:25 te V LE ZS-— (地球, 23, 106~125, 
a 10) Crp BF) 

4024. 49 /4GRIXFSRSRUEL 
Os mR BAH I) AHH 4004 参照 。 
9025, JEZRUMLORMSHHAE 
Marshall, C. E. 

BRE OE UC Ab te SHREDS 
DR Sith b も 甚だ し く 困難 と な り , 共 
同定 が 間 題 な り 。 著 者 は dickite, anauxite, 
halloysite, beidellite-nontronite, montmo- 
rillonite, allophane, pyrophyllite, schroet- 
terite, collyrite, zeolites, glauconite “jc : 
DexctlukV) 2njaotoKonxX Tc 
JURE KS MPA. 重 液 法 にょ る 
Jew EEC XY CRRA IC LE Le 
Yo SOK LB &X 線 的 に 同定 する こと 
の 有効 な る とこ と を i 述べ た り 。1ku k YA 


$B 84(50) 抄 * pee 
te S FRING DRY KO & CBSE IK : 
2S FOURTH EB IC & CO HEE 2 + 科 B 


k SRAM HE IC ko ee, 
SANE MBE & SAT EW L, 

L base の 次 損 現 和 象 を も 測定 そ すり 。 芝 等 の 
Fy | YC, : bentonite, Putram clay, 

Rothamsted clay』 及 び coal measures clay 
YEO ti) VER & WE LEV, Zeit. 

Krist,, 90, 8~34, 1935) CRED 


4026.- 7 HDSE73 Warren, W. B. 


SR LHe Eine & ALA © HAGE RU 
ies HH GLE DF 1 BAD HE Le 生成 物 の 
RUT OMAEHHY Vo COR 
KRALL 2% — e D Bene rd Hyp SH ED HK 
に 比例 UCIT SIC LA ARV aH 
タス の 生成 量 は 減少 そり 。 ュー クス > 化 作 
用 は 葵 溜 作用 と 分 解 作 用 の 組合 せ た に し て 
ARO WRU OVE & Be し む 
BSE SREP IL KALI © HR Uk 
TRERT ICI 3 REA te リ 。 CInd. 
Eng, Chem., 27, 72~77, 1935) (K&R) 
9027, BREKOMSI WT SH 
CXID Fae 4 YOR Mott, R. A, 
SH (LR ESM © tine RUF > レ 
4 YODUK MRR U BRO LO 種々 
の 條 件 の 下 に BOM L, AE Rin DO 組織 及 
OPER & HEBES D9 DBT CISC (Sine 
は 各 方 向 に WA ST SIM LD Faud vy 
VE BRD HE (EL TA CMBR LAS 4 Ta 1 Hg > © 
HE IC BS Clk F as V4 シン は 加熱 速度 を 
大 に する HEME Lo Bete WSC ik A 
な る 和 骸 炭 塊 を 生成 す 。 (Fuel, 13, 356, 
1934) (ARR 


4028, AATRShODF YASSER 


| Hatuda, Z, 


著者 は solution method に ょ り て 本 邦 に 


| 於 ける 花 油 岩 , 深成岩 及 allanite spice 


る ラ デ ヂ デ ッ ム の 含量 を 測定 せり 。 と の うち 
7 {ll 2 AE ih HAO F FY 2 OD BPS Heit 
46 his Hh 1 ge Hp 1c 16010 Mgr に し て , N 
RABIN AYE D allanite 中 に は 試 量 1 ge 
Ic 2% 486x107" gr を 含有 も を り 。 一 般 
(4 fil (LSP D BSE BETH c pleochroic 
halos LOCO, MEXS.OKIEL 
CFIFVAOBWwICBt &ZS.Q (Mem. 
Col, Sci. Kyoto Imp, Univ., Ser. B, Vol, 
10, 63~72, 1934) Crp BF) 

4029, Radium 年 代 Gleditsch, 135, 
Foyn, E. : 

閉 者 等 は Norway, Karlshus 産 broegg- 
erite, 及び North Carolina, Spruce Pine 
J uraninite に 就き て radium の 年 代 を 決 
RE Yo 


XRa Pesiod ‘TRa 
Broeggerite 4-11-10- 41 1686 
| Ps \4-10-10-4 » 1691 
| 3 412-10-4 » 1682 
Uraninite |4.13-10-4 » 1678 
7] Tr = -4_ 10 (te 
VEE fiiit Ara =4.11 «10 year en 


CiZk Uranium k Y の a-particles に 就き 
Cig kV EM S Kovarik 及 Adams 
の 値 と ょ く 一 致す 。 こ と の 予 均 値 た 相 営 す 
る 年 代 は 1686 年 な り 。 (Am. J. Sci, 29, 

253~259, 1935) C 瀬 戸 〕 


HAG Ae LA Hi De RC 
FAS A ARE 


VB DIE 


St= #& 
自 第 一 cs (昭和 十 年 一 A) 
ES NN oe GRANITE 六 A) 


iS AB & 


研 完 報 文 及 研究 CAFC 


武富 火山 島 調 査 概 報 ee Hp 4 = 
PPSROORE By HL Da Sih EDF BIR 0 SETA SE WERK eee eee eee A KOR 5 | 
a F ) R AMS LL FE 2 7 EA ats. eee 
に 関す TE ye 3 Be ORB 
ee J] EE SYD WRG HE A IB ATSER --- oeeeeece cee erence ee eee ee eee we a RK 
ER ARH D ADE TR IK EC ee a Nee elasia Tia ota Tie a stete 由 By = (& 


AEE 2 il) SBR ABR PR DE b AO PEAR IIE PE BK 田 


Pare cee VY AE 28 Z GPR ESS Pe erreee eee eee - See A x \ 
Varve o> Ji BY RR CIR ER) ooo eeccceceeececeeceneeseneneens 和信 木 次 田 
PB BE OA © (CSE DATA DBD cece cee eee eee an 崎 岸 次 
AME SSE RE WBE RUF AY DT RICH Ce AR BC OB 
HBF a] DY ER LAR Ye WIR FRE RL 2 DB eee ye KS 
Doh ea 5 Bp ER ee HE ER GOA Sdn MOG EAO Ran ooUT SOR OD Gad SO GOS OnO NOGCOUS TOSS HH tp af FS 
5 SU OR 1 FE SIDR 71 BABE NI IEGE ett 中 BF 長 俊 
i bos me DAE c(h eet tS BM de inchs cha Moa lecesae je 3B WE Oe OER 


AG YESH Bo > PRY Pek eae {eae aga beh bah vad ettee ba6 ob Ure beawee ATA Fy AER 276 
OH (PEM o> YE RE EE - aiaidiers Maine tetemayaleees's «dase sre ticuletatenin em eres IN 7 RE SS 280) 


eB FORE D BBL Mircette b ect eeeteede reese 鈴 本 He =H 25 
5p, (7 [a] ks fag Ha EL GE BR HOE ee ER Ea RR 高 橋 純一 76 
: BA ees 5 

(SO OT GBD REL BARI INS % ABE BL 178 
pas Cae cs ep eee ee ob at B =f bes 
BE AG Ke Be Aol rT 瀬 戸 i B 230 

Yb GR 

ae $k ty Hydrocalumite( 4CaO-Al20 312H»O) BYE SUK AL SS 
Le mein ear L917 230) 389 
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